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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも一つの反射型偏光板を含むハーフミラー層を有するハーフミラープレートと、
上記ハーフミラープレートの裏側に配置された表示装置と、を有するミラーディスプレイ
であって、
上記ミラーディスプレイは、上記表示装置による画像表示が行われずミラーとして機能す
るミラーモードと、上記表示装置による画像表示が行われるディスプレイモードと、が切
り替え可能であり、
上記表示装置は、表示パネルと、上記表示パネルの周囲を保持する額縁部材と、を有し、
上記ミラーディスプレイは、上記ハーフミラー層と上記表示パネルが対向する表示領域の
反射率と、上記ハーフミラー層と上記額縁部材が対向する額縁領域の反射率と、を一致さ
せる反射率調整部材を上記ハーフミラープレートのみに有し、
上記反射率調整部材は、別の反射型偏光板又は吸収型偏光板と、スイッチング用液晶パネ
ルと、少なくとも上記ハーフミラー層よりも上記表示装置側の上記額縁領域に配置された
部材を含み、
上記ハーフミラープレートの上記表示領域及び上記額縁領域には、表側から順に、上記別
の反射型偏光板又は上記吸収型偏光板、上記スイッチング用液晶パネル、及び、上記少な
くとも一つの反射型偏光板が配置され、
上記別の反射型偏光板又は上記吸収型偏光板の透過軸と上記少なくとも一つの反射型偏光
板の透過軸とは実質的に平行な又は実質的に直交する関係にあり、
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上記ミラーモード及び上記ディスプレイモードの一方では、上記スイッチング用液晶パネ
ルが電圧無印加状態にされ、上記ミラーモード及び上記ディスプレイモードの他方では、
上記スイッチング用液晶パネルが電圧印加状態にされることを特徴とするミラーディスプ
レイ。
【請求項２】
上記反射率調整部材は、上記額縁領域に配置された光吸収部材を含むことを特徴とする請
求項１に記載のミラーディスプレイ。
【請求項３】
上記光吸収部材は、黒色の部材であることを特徴とする請求項２に記載のミラーディスプ
レイ。
【請求項４】
上記光吸収部材は、灰色の部材であることを特徴とする請求項２に記載のミラーディスプ
レイ。
【請求項５】
上記光吸収部材は、テープであることを特徴とする請求項２～４のいずれかに記載のミラ
ーディスプレイ。
【請求項６】
上記光吸収部材は、紙であることを特徴とする請求項２～４のいずれかに記載のミラーデ
ィスプレイ。
【請求項７】
上記光吸収部材は、セラミック印刷層であることを特徴とする請求項２～４のいずれかに
記載のミラーディスプレイ。
【請求項８】
上記光吸収部材と上記ハーフミラー層との間には空気層が介在することを特徴とする請求
項２～７のいずれかに記載のミラーディスプレイ。
【請求項９】
上記反射率調整部材は、上記表示領域及び上記額縁領域に配置された円偏光板であること
を特徴とする請求項１に記載のミラーディスプレイ。
【請求項１０】
上記反射率調整部材は、上記ハーフミラー層側に、上記表示パネルと同じ表面処理が施さ
れた表面を有することを特徴とする請求項１～９のいずれかに記載のミラーディスプレイ
。
【請求項１１】
上記ハーフミラープレートは、上記表示領域の上記表示パネルと対向する面に、反射防止
膜を有することを特徴とする請求項１～１０のいずれかに記載のミラーディスプレイ。
【請求項１２】
上記反射防止膜は、モスアイ構造を有することを特徴とする請求項１１に記載のミラーデ
ィスプレイ。
【請求項１３】
上記ハーフミラープレートは、上記表側から順に、支持部材、上記ハーフミラー層及び上
記反射率調整部材を含むことを特徴とする請求項１～１２のいずれかに記載のミラーディ
スプレイ。
【請求項１４】
上記ハーフミラープレートは、上記表側から順に、上記ハーフミラー層、支持部材及び上
記反射率調整部材を含むことを特徴とする請求項１～１２のいずれかに記載のミラーディ
スプレイ。
【請求項１５】
上記表示パネルは、上記表示領域の上記ハーフミラープレートと対向する面に、反射防止
膜を有することを特徴とする請求項１～１４のいずれかに記載のミラーディスプレイ。
【請求項１６】
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上記ミラーディスプレイは、上記表示パネルと上記ハーフミラープレートを接合する透明
接着剤層を有することを特徴とする請求項１～１５のいずれかに記載のミラーディスプレ
イ。
【請求項１７】
上記表示パネルは、液晶パネルであることを特徴とする請求項１～１６のいずれかに記載
のミラーディスプレイ。
【請求項１８】
上記液晶パネルは、上記ハーフミラープレートの側から順に、第一の偏光板、液晶層、第
二の偏光板を有し、
上記少なくとも一つの反射型偏光板のうちのいずれか一つは、上記第一の偏光板の透過軸
に対して実質的に平行な透過軸を有することを特徴とする請求項１７に記載のミラーディ
スプレイ。
【請求項１９】
上記少なくとも一つの反射型偏光板は、上記第一の偏光板の透過軸に対して実質的に平行
な透過軸を有する第一の反射型偏光板と、上記第一の偏光板の透過軸に対して０°以上４
５°以下の角度を形成する透過軸を有する第二の反射型偏光板を有することを特徴とする
請求項１８に記載のミラーディスプレイ。
【請求項２０】
上記ハーフミラー層は、上記額縁部材と対向する上記額縁領域よりも外側の領域まで配置
されていることを特徴とする請求項１～１９のいずれかに記載のミラーディスプレイ。
【請求項２１】
上記ハーフミラープレートは、λ／４板を有し、円偏光板として機能することを特徴とす
る請求項１～２０のいずれかに記載のミラーディスプレイ。
【請求項２２】
上記ハーフミラープレートは、上記表示領域と上記額縁領域の境界領域において透過率が
連続的に変化するグラデーションフィルタを有することを特徴とする請求項１～２１のい
ずれかに記載のミラーディスプレイ。
【請求項２３】
請求項１～２２のいずれかに記載のミラーディスプレイと、上記表示領域を複数の領域に
分割して制御する制御装置と、を有する電子機器であって、
上記制御装置は、上記複数の領域の中から、画像を表示する領域を選択することにより、
画像の表示範囲及び位置を変更できることを特徴とする電子機器。
【請求項２４】
上記画像の表示範囲は、ピンチイン及びピンチアウトにより変更できることを特徴とする
請求項２３に記載の電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、ミラーディスプレイ、ハーフミラープレート及び電子機器に関する。より詳し
くは、ミラーとして機能するミラーモード及び画像を表示するディスプレイモードを両立
したミラーディスプレイ、上記ミラーディスプレイに用いられるハーフミラープレート、
並びに、上記ミラーディスプレイを用いた電子機器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
図３９は、従来の一般的な表示装置の電源オン時の表示状態及び電源オフ時の表示状態を
示す説明図である。図３９に示すように、電源オン状態の表示装置１０１では、表示領域
Ａに画像が表示され、表示領域Ａの外周にある、額縁又はベゼルと呼ばれる領域（額縁領
域Ｂ）は、表示に寄与しない。一方、電源オフ状態の表示装置１０２では、表示領域Ａに
画像は表示されず、額縁領域Ｂは表示に寄与しないままである。
【０００３】
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このような従来の一般的な表示装置は、電源オフ状態等の非表示時には、画面が黒色又は
灰色になるだけであるため何ら利用者の役に立たない。そればかりか、特にデジタルサイ
ネージやテレビ受像機のようにサイズが大きく可搬性の低い表示装置の場合、非表示時で
あっても表示時と同じ設置スペースを占有するため、利用者にとっては単なる障害物とも
なり得る。すなわち、従来の一般的な表示装置は、表示時にしかその存在価値が認められ
ないものであった。
【０００４】
これに対して、表示装置の前面にハーフミラープレートを設けることで、非表示時にはミ
ラーとして利用できるミラーディスプレイが提案されている（例えば、特許文献１～４参
照。）ミラーディスプレイによれば、本来の目的である表示以外に、ミラーとしての使用
が可能である。すなわち、ミラーディスプレイでは、表示装置から表示光が出射している
とき、及び、表示装置から表示光が出射している領域において、表示光による表示が行わ
れ、一方、表示装置から表示光が出射していないとき、及び、表示装置から表示光が出射
していない領域において、外光を反射することによりミラーとして使用される。
【０００５】
このようなミラーディスプレイにおいて、ミラーモード時にミラー面として機能する領域
であるミラー領域の一部に額縁領域を含めれば、ミラーモードのミラー領域をディスプレ
イモードの表示領域よりも大面積にすることができるので、額縁領域を有効活用してミラ
ーとしての実用性を高めることができる。また、額縁領域にミラーとしての機能を付与す
ることでディスプレイモード時のデザイン性が高まることがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００３－２４１１７５号公報
【特許文献２】特開平１１－１５３９２号公報
【特許文献３】特開２００４－０８５５９０号公報
【特許文献４】特開２００４－１２５８８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
しかしながら、ミラー領域を表示領域よりも広くした構成では、ミラーモード時に額縁領
域と表示領域との間の境界線が視認されてしまい、デザイン性を低下させてしまうため、
改善の余地があった。
【０００８】
本発明は、上記現状に鑑みてなされたものであり、ミラーモード時に額縁領域と表示領域
との間の境界線が視認されることを防止し、デザイン性を向上させたミラーディスプレイ
、そのミラーディスプレイに用いられるハーフミラープレート、及び、そのミラーディス
プレイを用いた電子機器を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
本発明者らは、ミラーディスプレイについて鋭意検討する中で、ミラーモード時に額縁領
域と表示領域との間の境界線が視認されないようにすることにより、ミラーディスプレイ
のデザイン性を向上でき、多様な用途においてミラーディスプレイを活用できることに着
目した。
【００１０】
そこで、本発明者らは、ミラーモード時に額縁領域と表示領域との間の境界線が視認され
ないようにする方法について種々検討した結果、反射率調整部材を設ける方法に想到した
。これにより、本発明者らは、上記課題をみごとに解決することができることに想到し、
本発明に到達した。
【００１１】
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すなわち、本発明の一態様は、ハーフミラー層を有するハーフミラープレートと、上記ハ
ーフミラープレートの裏側に配置された表示装置と、を有するミラーディスプレイであっ
て、上記表示装置は、表示パネルと、上記表示パネルの周囲を保持する額縁部材と、を有
し、上記ミラーディスプレイは、上記ハーフミラー層と上記表示パネルが対向する表示領
域の反射率と、上記ハーフミラー層と上記額縁部材が対向する額縁領域の反射率と、を一
致させる反射率調整部材を有するミラーディスプレイである。なお、反射率調整部材は、
上記表示領域の反射率と上記額縁領域の反射率とを、額縁領域と表示領域との間の境界線
が視認されない程度まで一致させるものであればよく、具体的には、上記表示領域の反射
率と上記額縁領域の反射率との差を３％以下にするものであることが好ましく、１％以下
にするものであることがより好ましい。また、本明細書において、「部材Ａと部材Ｂとが
対向する」とは、部材Ａと部材Ｂとの間に他の部材が存在しない場合（例えば、部材Ａと
部材Ｂとが接する場合、部材Ａと部材Ｂの間に空気層のみが存在する場合）だけでなく、
部材Ａと部材Ｂとの間に他の部材が存在する場合を含む。例えば、表示パネル（又は額縁
部材）とハーフミラー層が対向するとは、表示パネル（又は額縁部材）、反射防止膜、ガ
ラス板及びハーフミラー層が順に配置された形態を含む。
【００１２】
本発明の別の一態様は、ハーフミラー層を有するハーフミラープレートであって、表示パ
ネルに対向させる表示領域の反射率と、額縁部材に対向させる額縁領域の反射率と、を調
整する反射率調整部材を有するハーフミラープレートである。
【００１３】
本発明の更に別の一態様は、上記ミラーディスプレイを有する電子機器である。
【発明の効果】
【００１４】
本発明のミラーディスプレイ、ハーフミラープレート及び電子機器によれば、反射率調整
部材を設けることにより、ミラーモード時に額縁領域と表示領域との間の境界線が視認さ
れないようにし、デザイン性を向上できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】実施例１のミラーディスプレイのディスプレイモード及びミラーモードにおける
画面を示す説明図である。
【図２】実施例１のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図３】実施例２のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図４】実施例３のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図５】実施例４のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図６】実施例５のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図７】実施例６のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図８】実施例７のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図９】実施例８のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図１０】実施例９のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図１１】実施例１０のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図１２】実施例１１のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図１３】実施例１２のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図１４】実施例１３のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図１５】実施例１４のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図１６】実施例１５のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図１７】実施例１６のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図１８】実施例１７のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図１９】実施例１８のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図２０】実施例１９のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図２１】実施例２０のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。



(6) JP 6122450 B2 2017.4.26

10

20

30

40

50

【図２２】実施例２１のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図２３】実施例２２のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図２４】実施例２３のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図２５】実施例２４のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図２６】実施例２５のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図２７】実施例２６のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図２８】実施例２７の電子機器の主要な構成を説明するためのブロック図である。
【図２９】実施例２８の電子機器の主要な構成を説明するためのブロック図である。
【図３０】実施例２９のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図３１】実施例３１のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図３２】実施例３３のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図３３】実施例３４のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図３４】実施例３５のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図３５】実施例３５で用いられたグラデーションフィルタの光透過率を図３４中の位置
に関係付けて示したグラフである。
【図３６】実施例３６のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図３７】実施例３６で用いられたグラデーションフィルタの光透過率を図３６中の位置
に関係付けて示したグラフである。
【図３８】実施例３６のミラーディスプレイの構成の変形例を示す断面模式図である。
【図３９】従来の一般的な表示装置の電源オン時の表示状態及び電源オフ時の表示状態を
示す説明図である。
【図４０】実施例３７のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図４１】実施例３８のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図４２】実施例３９のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図４３】実施例４０のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図４４】実施例４１のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図４５】実施例４２のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図４６】実施例４３のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図４７】実施例４４のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図４８】実施例４５のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図４９】実施例４６のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図５０】実施例４７のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図５１】実施例４８のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図５２】実施例４９のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図５３】実施例５０のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図５４】実施例５１のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図５５】実施例５２のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図５６】実施例５３の電子機器の主要な構成を説明するためのブロック図である。
【図５７】実施例５３のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【図５８】実施例５４の電子機器の主要な構成を説明するためのブロック図である。
【図５９】実施例５４のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
以下に実施例を掲げ、本発明について図面を参照して更に詳細に説明するが、本発明はこ
れらの実施例のみに限定されるものではない。例えば、各実施例の構成は、本発明の要旨
を逸脱しない範囲において適宜組み合わされてもよいし、変更されてもよい。
【００１７】
（実施例１）
実施例１は、液晶表示装置、ハーフミラー層としての反射型偏光板、及び、反射率調整部
材としての黒テープを備えたミラーディスプレイに関する。なお、本明細書において、「
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ハーフミラー層」とは、入射光に対する反射性能が付与された透光性の層であり、自然光
に対して４０％以上の反射率を示すものであることが好ましく、５０％以上の反射率を示
すものであることがより好ましい。また、本明細書において、「反射率」とは、特に断り
がない限り、「視感反射率」を指す。また、ハーフミラー層は、入射光の一部を吸収する
ものであってもよい。
【００１８】
図１は、実施例１のミラーディスプレイのディスプレイモード及びミラーモードにおける
画面を示す説明図である。図１に示すように、ディスプレイモードのミラーディスプレイ
１では、表示領域Ａは画像を表示し、額縁領域Ｂはミラーとして機能する。一方で、ミラ
ーモードのミラーディスプレイ２では、表示領域Ａと額縁領域Ｂを一つのミラー面とし、
ミラーディスプレイの全面をミラーにする。黒テープは、額縁領域の反射率を調整し、額
縁領域と表示領域との間の境界線が視認されないようにしている。これにより、ミラーと
して違和感なく使用できる。なお、ディスプレイモードとミラーモードを併用し、表示領
域Ａ中の画像を表示しない領域をミラーとして利用してもよい。
【００１９】
図２は、実施例１のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。図２に示すよう
に、実施例１のミラーディスプレイ４ａは、背面側から観察者側に向かって順に、液晶表
示装置５ａ、空気層６ａ及びハーフミラープレート７ａを備える。液晶表示装置５ａとハ
ーフミラープレート７ａとは、液晶表示装置５ａの上端及び下端に枠状に取り付けたアル
ミニウム製の一対のレールに、ハーフミラープレート７ａの上端及び下端を嵌め込んで固
定した。空気層６ａは、液晶表示装置５ａとハーフミラープレート７ａとの間のわずかな
隙間に形成される空間である。
【００２０】
液晶表示装置５ａは、バックライト９ａ、クロスニコルに配置された２枚の吸収型偏光板
１０ａ、１０ｂ、液晶パネル１１ａ、ベゼル８を含む、シャープ社製の液晶テレビ（商品
名：ＬＣ－２０Ｆ５）を用いた。液晶表示装置５ａの長辺を基準に反時計回りに正（＋）
と定義したときに、背面側の吸収型偏光板１０ａの透過軸の方位は０°、観察者側の吸収
型偏光板１０ｂの透過軸の方位は９０°とした。以下では、上記定義に基づき軸の方位を
記載する。観察者側の吸収型偏光板１０ｂの表面には、反射防止処理は施されておらず、
ヘイズ３．０％のＡＧ（アンチグレア、防眩）処理が施されていた。液晶パネル１１ａは
、表示モードがＵＶ２Ａであった。ベゼル８は、黒色のプラスチック樹脂製であった。
【００２１】
なお、液晶表示装置５ａの観察者側に設けられた吸収型偏光板１０ｂを省略し、その機能
を、ハーフミラープレート７ａ内に設けたハーフミラー層としての反射型偏光板１３ａに
代替させてもよい。ただし、一般に反射型偏光板の偏光度は吸収型偏光板のそれに比べて
低いため、吸収型偏光板１０ｂを省略すると、ディスプレイモードにおけるコントラスト
が低下する。逆に言えば、反射型偏光板１３ａの偏光度が充分であれば、液晶表示装置５
ａの観察者側に設けられた吸収型偏光板１０ｂは省略できる。吸収型偏光板１０ｂを省略
するためには、反射型偏光板１３ａの偏光度は９０％以上（コントラスト比が１０以上）
であることが好ましく、より好ましい偏光度は９９％以上（コントラスト比が１００以上
）である。
【００２２】
ハーフミラープレート７ａは、厚さ２．５ｍｍのガラス板１２に反射型偏光板１３ａを、
アクリル系の粘着剤（図示せず）を介して積層したものであった。そして、液晶パネル１
１ａの表示領域と重なる領域（ミラーディスプレイ４ａの表示領域Ａ）にはアクリル系の
粘着剤（図示せず）を介して反射防止膜１４ａを更に積層し、その他の領域（ミラーディ
スプレイ４ａの額縁領域Ｂ）には黒テープ１５を貼合した。ハーフミラープレート７ａを
ミラーとして充分に機能させる観点から、ガラス板１２の観察面側には反射防止膜を配置
しなかった。なお、ガラス板１２の厚みは、上記した２．５ｍｍに限定されず、それより
も薄くても厚くてもよい。また、ガラス板１２に代えて、例えば、アクリル樹脂製の透明
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板を用いてもよい。
【００２３】
反射型偏光板１３ａとしては、例えば、多層型反射型偏光板、ナノワイヤーグリッド偏光
板、コレステリック液晶の選択反射を用いた反射型偏光板を用いることができる。上記多
層型反射型偏光板としては、住友スリーエム社製の反射型偏光板（商品名：ＤＢＥＦ）が
挙げられる。上記ナノワイヤーワイヤーグリッド偏光板としては、特開２００６－２０１
７８２号公報、特開２００５－１９５８２４号公報に開示されたものが挙げられる。上記
コレステリック液晶の選択反射を用いた反射型偏光板としては、日東電工社製の反射型偏
光板（商品名：ＰＣＦ）が挙げられる。本実施例では、大面積での量産実績があり、安価
な住友スリーエム社製の多層型反射型偏光板（商品名：ＤＢＥＦ）を用いた。反射型偏光
板１３ａは、透過軸が９０°方位となるように配した。
【００２４】
反射防止膜１４ａとしては、例えば、モスアイ（蛾の目）構造を有するフィルム、アンチ
リフレクション（ＡＲ）フィルム、ローリフレクション（ＬＲ）フィルムを用いることが
できる。上記モスアイ構造を有するフィルムとしては、国際公開公報ＷＯ２００６／０５
９６８６の実施例に開示されたものが挙げられる。上記ＡＲフィルム及び上記ＬＲフィル
ムは、基材フィルムの上に、屈折率の高い膜と低い膜を交互に積層した多層膜であり、各
膜の界面で反射された光が光干渉により互いに打ち消し合うように設計したものである。
基材フィルムの材質としては、トリアセチルセルロース（ＴＡＣ）、ポリエチレンテレフ
タレート（ＰＥＴ）等が挙げられる。上記ＡＲフィルムは、真空蒸着、スパッタにより成
膜した無機膜を積層した構造を有し、一般には０．１％～１％の反射率を有する。一方、
上記ＬＲフィルムは、有機膜をウエットコートした構造を有し、一般には０．３％～２．
５％の反射率を有する。反射率が２％以下の反射防止膜が好適であり、本実施例では、高
い反射防止効果を得るために、反射率０．３％のモスアイ構造を有するフィルムを使用し
た。
【００２５】
黒テープ１５としては、電気化学工業社製のビニルテープ（商品名：ビニテープ（登録商
標））を用いた。上記ビニルテープの主基材は、ポリ塩化ビニル系の材料であり、粘着剤
はゴム系の材料であった。それぞれの材料の屈折率は、１．５前後であると推定され、ガ
ラス、偏光板等の液晶ディスプレイ用材料の多くと実質的に同じであった。したがって、
反射型偏光板１３ａと黒テープ１５の界面における反射は殆ど生じず、額縁領域Ｂにおい
て反射型偏光板１３ａを透過した光は、黒テープ１５により吸収されることになる。
【００２６】
なお、図２では、黒テープ１５は、反射防止膜１４ａと重なることなく黒テープ１５の端
が反射防止膜１４ａの端と接するように配置されているが、黒テープ１５は、反射防止膜
１４ａの端を覆うように配置されていてもよい。このことは、以下の実施例においても同
様である。
【００２７】
また、黒テープ１５を貼合することに代えて、塗装により黒色の塗膜を形成してもよい。
【００２８】
本実施例のミラーディスプレイ４ａは、以下の原理で、ディスプレイモードとミラーモー
ドの両方で動作させることができる。
【００２９】
ディスプレイモードでは、液晶パネル１１ａに画像を表示させ、観察者は、ハーフミラー
プレート７ａ越しに液晶パネル１１ａの画像を見る。液晶表示装置５ａから出射される光
は９０°方位に振動する直線偏光であり、ハーフミラープレート７ａの反射型偏光板１３
ａは透過軸が９０°方位に設定されているため、光はほとんどロスなく反射型偏光板１３
ａを透過できる。したがって、本実施例のミラーディスプレイ４ａは、ハーフミラープレ
ート７ａを配置しているにも関わらず、高輝度の表示ができる。
【００３０】
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一方、ミラーモードでは、液晶パネル１１ａには画像を表示させず、観察者は、ハーフミ
ラープレート７ａの表面で反射した外光のみを見る。具体的には、観察者側からハーフミ
ラープレート７ａに入射する光のうち、０°方位に振動する直線偏光は、透過軸が９０°
方位、すなわち反射軸が０°方位に設定された反射型偏光板１３ａで殆ど全てが反射され
る。したがって、本実施例のミラーディスプレイ４ａは、液晶パネル１１ａに画像を表示
させないときに、ミラーとして機能する。
【００３１】
また、観察者側からハーフミラープレート７ａに入射する外光のうち、９０°方位に振動
する直線偏光は、透過軸が９０°方位に設定された反射型偏光板１３ａを透過する。ここ
で、ベゼル８が配置された額縁領域Ｂでは、反射型偏光板１３ａを透過した光は、ハーフ
ミラープレート７ａの裏面（観察者基準）に貼合された黒テープ１５に吸収される。一方
、液晶パネル１１ａが配置された表示領域Ａでは、反射型偏光板１３ａを透過した光は、
ハーフミラープレート７ａの裏面（観察者基準）に貼合された反射防止膜１４ａの効果に
より、空気層６ａとの界面において殆ど反射することなく空気層６ａに出射し、その後、
一部の光は、空気層６ａと液晶表示装置５ａの観察者側にある吸収型偏光板１０ｂとの界
面で反射され、残りの光は、液晶表示装置５ａの吸収型偏光板１０ａ、１０ｂ、カラーフ
ィルター（図示せず）等に吸収される。このようにして、表示領域Ａ及び額縁領域Ｂのい
ずれもほぼ同じ反射率を呈することとなり、表示領域Ａと額縁領域Ｂの境界線が視認され
ることはない。
【００３２】
なお、反射型偏光板１３ａの透過軸の方位（９０°）、背面側の吸収型偏光板１０ａの透
過軸の方位（０°）、及び、観察者側の吸収型偏光板１０ｂの透過軸の方位（９０°）は
、その相対関係が重要であり、設定した角度からずれると表示品位が低下してしまうが、
例えば３°程度のずれであれば実用上許容できる。
【００３３】
（実施例２）
実施例２は、液晶表示装置、ハーフミラー層としての反射型偏光板、及び、反射率調整部
材としての黒テープを備えたミラーディスプレイに関し、実施例１との違いは、液晶表示
装置に反射防止膜を付加したことである。図３は、実施例２のミラーディスプレイの構成
を示す断面模式図である。図３に示すように、液晶表示装置５ｂの観察者側の吸収型偏光
板１０ｂよりも更に観察者側に、アクリル系の粘着剤（図示せず）を介して反射防止膜１
４ｂが積層された。
【００３４】
ディスプレイモードとミラーモードの動作原理は実施例１のそれとほぼ同様であるので、
重複する点については説明を省略する。実施例２のミラーディスプレイ４ｂでは、表示領
域Ａにおいて反射型偏光板１３ａを透過した光が、液晶表示装置５ｂの観察者側に設けら
れた反射防止膜１４ｂの効果により、空気層６ａとの界面において殆ど反射することなく
液晶表示装置５ｂに入射し、液晶表示装置５ｂの吸収型偏光板１０ａ、１０ｂ、カラーフ
ィルター（図示せず）等に吸収される。実施例２においても、表示領域Ａ及び額縁領域Ｂ
のいずれもほぼ同じ反射率を呈することとなり、表示領域Ａと額縁領域Ｂの境界線が視認
されることはない。
【００３５】
（実施例３）
実施例３は、液晶表示装置、ハーフミラー層としての反射型偏光板、及び、反射率調整部
材としての黒紙を備えたミラーディスプレイに関し、実施例１との違いは、反射率調整部
材として、反射型偏光板に貼合した黒テープに代えて、反射型偏光板に対して間隔を空け
て配置した黒紙を用いたこと、及び、ハーフミラープレートの裏面に反射防止膜を設けて
いないことである。図４は、実施例３のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図であ
る。図４に示すように、液晶表示装置５ａの表示領域と重ならない領域（額縁領域Ｂ）に
、空気層６ｂを介して黒紙１６が配置された。なお、黒紙１６は、ハーフミラープレート
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７ｃの一部を構成している。
【００３６】
ディスプレイモードとミラーモードの動作原理は実施例１のそれとほぼ同様であるので、
重複する点については説明を省略する。実施例３のミラーディスプレイ４ｃでは、反射型
偏光板１３ａを透過した光が、表示領域Ａ、額縁領域Ｂのいずれにおいても空気層６ａ、
６ｂに出射するため、界面反射を起こす。界面反射されずに空気層６ａ、６ｂに出射した
光のうち、表示領域Ａを進む光は、空気層６ａと液晶表示装置５ａの観察者側の吸収型偏
光板１０ｂとの界面で一部が反射され、残りは液晶表示装置５ａの吸収型偏光板１０ａ、
１０ｂ、カラーフィルター（図示せず）等に吸収される。また、額縁領域Ｂを進む光は、
黒紙１６で一部が反射され、残りは吸収される。このようにして、表示領域Ａ及び額縁領
域Ｂのいずれもほぼ同じ反射率を呈することとなり、表示領域Ａと額縁領域Ｂの境界線が
視認されることはない。
【００３７】
本実施例では、空気層６ｂを介して黒紙１６が配置されたことにより、反射型偏光板１３
ａと空気層６ｂの界面、及び、空気層６ｂと黒紙１６の界面で反射が生じる。このため、
反射型偏光板１３ａと直に接するように光吸収部材を設ける場合よりも額縁領域Ｂの反射
率は高くなる。本実施例では、額縁領域Ｂの反射率が高くなるので、実施例１のように、
反射型偏光板１３ａと空気層６ａとの界面に反射防止膜１４ａを配置しなくても表示領域
Ａと額縁領域Ｂの反射率を揃えることができる。したがって、ミラーとしての性能を重視
し、表示領域Ａにおける反射率を高めに設定してよい場合に、好適である。
【００３８】
（実施例４）
実施例４は、液晶表示装置、ハーフミラー層としての反射型偏光板、及び、反射率調整部
材としての黒アクリル板及び吸収型偏光板を備えたミラーディスプレイに関し、実施例１
との違いは、反射率調整部材として、反射型偏光板に貼合した黒テープに代えて、反射型
偏光板に対して間隔を空けて配置した黒アクリル板及び吸収型偏光板を用いたこと、及び
、ハーフミラープレートの裏面に反射防止膜を設けていないことである。図５は、実施例
４のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。図５に示すように、液晶表示装
置５ａの表示領域と重ならない領域（額縁領域Ｂ）に、背面側から観察者側に向かって順
に、液晶表示装置５ａのベゼル８、黒アクリル板１７、吸収型偏光板１０ｃ、空気層６ｂ
、反射型偏光板１３ａ及びガラス板１２が配置された。なお、黒アクリル板１７及び吸収
型偏光板１０ｃは、ハーフミラープレート７ｄの一部を構成している。吸収型偏光板１０
ｃは、液晶表示装置５ａの観察者側に設けられた吸収型偏光板１０ｂと同じく、ヘイズ３
．０％のＡＧ処理が施されたもので、その透過軸が９０°方位となるように、アクリル系
の粘着剤（図示せず）を用いて黒アクリル板１７に貼合された。
【００３９】
なお、本実施例では、吸収型偏光板１０ｃを黒アクリル板１７に貼合したが、黒アクリル
板１７を省略し、液晶表示装置５ａのベゼル（黒色のプラスチック樹脂製）８に直接貼合
しても同様の効果が得られる。
【００４０】
ディスプレイモードとミラーモードの動作原理は実施例１のそれとほぼ同様であるので、
重複する点については説明を省略する。実施例４のミラーディスプレイ４ｄでは、反射型
偏光板１３ａを透過した光が、表示領域Ａ、額縁領域Ｂのいずれにおいても空気層６ａ、
６ｂに出射するため、界面反射を起こす。界面反射されずに空気層６ａ、６ｂに出射した
光のうち、表示領域Ａを進む光は、空気層６ａと液晶表示装置５ａの観察者側の吸収型偏
光板１０ｂとの界面で一部が反射され、残りは液晶表示装置５ａの吸収型偏光板１０ａ、
１０ｂ、カラーフィルター（図示せず）等に吸収される。また、額縁領域Ｂを進む光は、
吸収型偏光板１０ｃで一部が反射され、残りは吸収される。このようにして、表示領域Ａ
及び額縁領域Ｂのいずれもほぼ同じ反射率を呈することとなり、表示領域Ａと額縁領域Ｂ
の境界線が視認されることはない。
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【００４１】
また、実施例３と比べ、黒紙１６をＡＧ処理済の吸収型偏光板１０ｃに変更した本実施例
では、反射率のみならず、ミラー面の質感も含めて表示領域Ａと額縁領域Ｂの差異が最小
化されるため、表示領域Ａと額縁領域Ｂの境界線がより一層が視認されにくくなる効果が
得られる。
【００４２】
（実施例５）
実施例５は、液晶表示装置、ハーフミラー層としての反射型偏光板、及び、反射率調整部
材としての黒アクリル板及びＡＧフィルムを備えたミラーディスプレイに関し、実施例４
との違いは、反射率調整部材として、反射型偏光板に対して間隔を空けて配置した黒アク
リル板及び吸収型偏光板の組み合わせに代えて、反射型偏光板に対して間隔を空けて配置
した黒アクリル板及びＡＧフィルムの組み合わせを用いたことである。図６は、実施例５
のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。図６に示すように、液晶表示装置
５ａの表示領域と重ならない領域（額縁領域Ｂ）に、背面側から観察者側に向かって順に
、液晶表示装置５ａのベゼル８、黒アクリル板１７、ＡＧフィルム１８、空気層６ｂ、反
射型偏光板１３ａ及びガラス板１２が配置された。なお、黒アクリル板１７及びＡＧフィ
ルム１８は、ハーフミラープレート７ｅの一部を構成している。ＡＧフィルム１８は、Ｔ
ＡＣフィルム上にヘイズ３．０％のＡＧ処理が施されたものであり、アクリル系の粘着剤
（図示せず）を用いて黒アクリル板１７に貼合された。
【００４３】
本実施例のミラーディスプレイ４ｅにおいても、反射率のみならず、ミラー面の質感も含
めて表示領域Ａと額縁領域Ｂの差異が最小化されるため、表示領域Ａと額縁領域Ｂの境界
線がより一層が視認されにくくなる効果が得られる。
【００４４】
（実施例６）
実施例６は、液晶表示装置、ハーフミラー層としての反射型偏光板、及び、反射率調整部
材としての灰色テープを備えたミラーディスプレイに関し、実施例３との違いは、反射型
偏光板に対して間隔を空けて配置した黒紙に代えて、反射型偏光板に貼合した灰色テープ
を用いたことである。図７は、実施例６のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図で
ある。図７に示すように、液晶表示装置５ａの表示領域と重ならない領域（額縁領域Ｂ）
において、反射型偏光板１３ａに灰色テープ１９が貼合された。
【００４５】
灰色テープ１９としては、電気化学工業社製のビニルテープ（商品名：ビニテープ（登録
商標））を用いた。上記ビニルテープの主基材は、ポリ塩化ビニル系の材料であり、粘着
剤はゴム系の材料であった。それぞれの材料の屈折率は、１．５前後であると推定され、
ガラス、偏光板等の液晶ディスプレイ用材料の多くと実質的に同じであった。
【００４６】
ディスプレイモードとミラーモードの動作原理は実施例３のそれとほぼ同様であるので、
重複する点については説明を省略する。実施例６のミラーディスプレイ４ｆは、ベゼル８
が配置された額縁領域Ｂでは、反射型偏光板１３ａを透過した光が、ハーフミラープレー
ト７ｆの裏面（観察者基準）に貼合された灰色テープ１９の基材により僅かに反射され、
残りは吸収される。一方、灰色テープ１９を貼合していない表示領域Ａでは、反射型偏光
板１３ａを透過した光は、空気層６ａに出射するため、一部の光が反射型偏光板１３ａと
空気層６ａとの界面で反射され、残りの光が液晶表示装置５ａの観察者側の吸収型偏光板
１０ｂの表面に入射する。空気層６ａと観察者側の吸収型偏光板１０ｂとの界面でも、一
部の光が反射され、残りの光が液晶表示装置５ａの吸収型偏光板１０ａ、１０ｂ、カラー
フィルター（図示せず）等に吸収される。灰色テープ１９の基材の色は、表示領域Ａ及び
額縁領域Ｂのいずれもほぼ同じ反射率を呈するようなものであったので、表示領域Ａと額
縁領域Ｂの境界線が視認されることはなかった。
【００４７】
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なお、本実施例の灰色テープ１９は、実施例１の黒テープ１５よりも高い反射率を示す。
このため、本実施例では、額縁領域Ｂの反射率が高くなるので、実施例１のように、反射
型偏光板１３ａと空気層６ａとの界面に反射防止膜１４ａを配置しなくても表示領域Ａと
額縁領域Ｂの反射率を揃えることができる。したがって、ミラーとしての性能を重視し、
表示領域Ａにおける反射率を高めに設定してよい場合に、好適である。
【００４８】
（実施例７）
実施例７は、液晶表示装置、ハーフミラー層としての反射型偏光板、及び、反射率調整部
材としての黒テープを備えたミラーディスプレイに関し、実施例１との違いは、ハーフミ
ラープレートの反射防止膜を表示領域だけでなく額縁領域にも形成したことである。図８
は、実施例７のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。図８に示すように、
ハーフミラープレート７ｇは、厚さ２．５ｍｍのガラス板１２に反射型偏光板１３ａを、
アクリル系の粘着剤（図示せず）を介して積層し、更に、アクリル系の粘着剤（図示せず
）を介して反射防止膜１４ｃを積層し、液晶表示装置５ａの表示領域Ａと重ならない領域
（額縁領域Ｂ）にはその上に更に、黒テープ１５を貼合した。
【００４９】
ディスプレイモードとミラーモードの動作原理は実施例１のそれとほぼ同様であるので、
重複する点については説明を省略する。実施例７のミラーディスプレイ４ｇでは、反射型
偏光板１３ａを透過した光が、黒テープ１５を貼合してある額縁領域Ｂでは黒テープ１５
に吸収される。一方、表示領域Ａでは、反射防止膜１４ｃの効果により空気層６ａとの界
面において殆ど反射することなく空気層６ａに出射し、その後、空気層６ａと液晶表示装
置５ａの観察者側の吸収型偏光板１０ｂとの界面で一部が反射し、残りは液晶表示装置５
ａの吸収型偏光板１０ａ、１０ｂ、カラーフィルター（図示せず）等に吸収される。実施
例７においても、表示領域Ａ及び額縁領域Ｂのいずれもほぼ同じ反射率を呈することとな
り、表示領域Ａと額縁領域Ｂの境界線が視認されることはない。
【００５０】
なお、本実施例では、黒テープ１５を反射防止膜１４ｃと重ねて配置しており、反射防止
膜１４ｃのパターニングが必要ない。このため、表示領域Ａのみに反射防止膜１４ａを配
置した実施例１に比べて、本実施例のハーフミラープレート７ｇの方が、容易に製造でき
る。
【００５１】
（実施例８）
実施例８は、液晶表示装置、ハーフミラー層としての反射型偏光板、及び、反射率調整部
材としての黒テープを備えたミラーディスプレイに関し、実施例７との違いは、液晶表示
装置に反射防止膜を付加したことである。図９は、実施例８のミラーディスプレイの構成
を示す断面模式図である。図９に示すように、液晶表示装置５ｂの観察者側の吸収型側偏
光板１０ｂよりも更に観察者側に、アクリル系の粘着剤（図示せず）を介して反射防止膜
１４ｂが積層された。
【００５２】
ディスプレイモードとミラーモードの動作原理は実施例７のそれとほぼ同様であるので、
重複する点については説明を省略する。実施例８のミラーディスプレイ４ｈでは、表示領
域Ａにおいて反射型偏光板１３ａを透過した光が、液晶表示装置５ｂの観察者側に設けら
れた反射防止膜１４ｂの効果により、空気層６ａとの界面において殆ど反射することなく
液晶表示装置５ｂに入射し、液晶表示装置５ｂの吸収型偏光板１０ａ、１０ｂ、カラーフ
ィルター（図示せず）等で吸収される。実施例８においても、表示領域Ａ及び額縁領域Ｂ
のいずれもほぼ同じ反射率を呈することとなり、表示領域Ａと額縁領域Ｂの境界線が視認
されることはない。
【００５３】
（実施例９）
実施例９は、液晶表示装置、ハーフミラー層としての反射型偏光板、及び、反射率調整部
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材としての黒テープを備えたミラーディスプレイに関し、実施例２との違いは、反射型偏
光板と黒テープ及び反射防止膜との間にガラス板を配置したことである。図１０は、実施
例９のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。図１０に示すように、ハーフ
ミラープレート７ｈは、背面側から観察者側に向かって順に、反射防止膜１４ａと黒テー
プ１５、ガラス板１２、及び、反射型偏光板１３ａを備える。
【００５４】
ディスプレイモードとミラーモードの動作原理は実施例２のそれと同様であるので説明を
省略する。実施例９のミラーディスプレイ４ｉにおいても、表示領域Ａ及び額縁領域Ｂの
いずれもほぼ同じ反射率を呈することとなり、表示領域Ａと額縁領域Ｂの境界線が視認さ
れることはない。
【００５５】
（実施例１０）
実施例１０は、液晶表示装置、ハーフミラー層としての反射型偏光板、及び、反射率調整
部材としてのセラミック印刷層を備えたミラーディスプレイに関し、実施例９との違いは
、反射率調整部材として黒テープの代わりに、セラミック印刷層を用いたことである。図
１１は、実施例１０のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。図１１に示す
ように、ハーフミラープレート７ｉは、ガラス板１２の、反射型偏光板１３ａを積層した
のとは反対側の面の、液晶表示装置５ｂの表示領域と重ならない領域（額縁領域Ｂ）に、
セラミック印刷が施されており、黒色のセラミック印刷層２０を有する。なお、セラミッ
ク印刷とは、例えば、ガラス粉を混ぜた塗料を吹きつけ、更にそれを焼成することによっ
て膜を形成する技術である。
【００５６】
ディスプレイモードとミラーモードの動作原理は、反射型偏光板１３ａを透過した光が黒
テープ１５により吸収されるのではなく黒色のセラミック印刷層２０中の塗料により吸収
される点を除けば、実施例１のそれと同様であるので説明を省略する。実施例１０のミラ
ーディスプレイ４ｊにおいても、表示領域Ａ及び額縁領域Ｂのいずれもほぼ同じ反射率を
呈することとなり、表示領域Ａと額縁領域Ｂの境界線が視認されることはない。なお、本
実施例では黒テープの代わりに、黒色のセラミック印刷層２０を用いているが、セラミッ
ク印刷以外の印刷方法により黒色を印刷してもよい。
【００５７】
（実施例１１）
実施例１１は、液晶表示装置、ハーフミラー層としての反射型偏光板、及び、反射率調整
部材としてのセラミック印刷層を備えたミラーディスプレイに関し、実施例１０との違い
は、ハーフミラープレート及び液晶表示装置に反射防止膜を配置し、両者の間に空気層を
設ける構成を、ハーフミラープレート及び液晶表示装置の間に透明接着剤を充填する構成
に変更したことである。図１２は、実施例１１のミラーディスプレイの構成を示す断面模
式図である。図１２に示すように、実施例１１のミラーディスプレイ４ｋは、背面側から
観察者側に向かって順に、液晶表示装置５ａ、透明接着剤層２１及びハーフミラープレー
ト７ｊを備える。
【００５８】
透明接着剤としては、例えば、アクリル樹脂（屈折率１．５）が挙げられる。具体的には
、協立化学産業社製の紫外線硬化型光弾性樹脂（商品名：ＷＯＲＬＤ　ＲＯＣＫ　ＨＲＪ
シリーズ）を用いた。
【００５９】
ハーフミラープレート７ｊ及び液晶表示装置５ａの間に透明接着剤を充填して貼合すると
、その後に両者を剥離することが困難であることから、ハーフミラープレート７ｊ又は液
晶表示装置５ａに不具合があった場合にリワークすることが困難になる。また、透明接着
剤の硬化時に応力が発生することで、ミラーディスプレイ４ｋに反り等の変形を生じさせ
るおそれがある。更に、貼合工程を追加することで製造コストが増加してしまう。一方で
、透明接着剤層２１は、空気層に比べて屈折率がハーフミラープレート７ｊ及び液晶表示
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装置５ａの部材と近いことから、不要な反射を抑制することができる。
【００６０】
ディスプレイモードとミラーモードの動作原理は実施例１０のそれとほぼ同様であるので
、重複する点については説明を省略する。実施例１１のミラーディスプレイ４ｋでは、ハ
ーフミラープレート７ｊと液晶表示装置５ａとが透明接着剤層２１により光学接着されて
いるため、表示領域Ａにおいて反射型偏光板１３ａを透過した光が、界面反射を生じさせ
ることなく液晶表示装置５ａに入射し、その後、液晶表示装置５ａの吸収型偏光板１０ａ
、１０ｂ、カラーフィルター（図示せず）等に吸収される。実施例１１においても、表示
領域Ａ及び額縁領域Ｂのいずれもほぼ同じ反射率を呈することとなり、表示領域Ａと額縁
領域Ｂの境界線が視認されることはない。
【００６１】
（実施例１２）
実施例１２は、液晶表示装置、ハーフミラー層としての反射型偏光板、及び、反射率調整
部材としての黒テープを備えたミラーディスプレイに関し、実施例１との違いは、７８°
方位に透過軸を有する反射型偏光板をハーフミラープレートに追加したことである。図１
３は、実施例１２のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。図１３に示すよ
うに、実施例１２のハーフミラープレート７ｋは、背面側から観察者側に向かって順に、
反射防止膜１４ａと黒テープ１５、第一の反射型偏光板（透過軸の方位：９０°）１３ａ
、第二の反射型偏光板（透過軸の方位：７８°）１３ｂ、及び、ガラス板１２を備える。
各部材は、アクリル系の粘着剤（図示せず）を介して貼合した。
【００６２】
本実施例のミラーディスプレイ４ｌは、以下の原理で、ディスプレイモードとミラーモー
ドの両方で動作させることができる。
【００６３】
ディスプレイモードでは、液晶表示装置５ａから出射される光は９０°方位に振動する直
線偏光であり、第一の反射型偏光板１３ａは透過軸が９０°方位に設定されているため、
光はほとんどロスなく第一の反射型偏光板１３ａを透過できる。一方で、第二の反射型偏
光板１３ｂは透過軸が７８°方位に設定されている。ここで、９０°方位に振動する直線
偏光は、７８°方位に振動する直線偏光の成分と、それとは直交する方位、すなわち１６
８°方位に振動する直線偏光の成分とに分解して考えることができる。したがって、９０
°方位に振動する直線偏光が、７８°方位に透過軸を有する第二の反射型偏光板１３ｂに
入射すると、７８°方位に振動する直線偏光の成分は透過し、１６８°方位に振動する直
線偏光の成分は透過することなく反射される。このため、本実施例のミラーディスプレイ
４ｌは、実施例１のミラーディスプレイ４ａと比べると輝度が低下するものの、ディスプ
レイモードにおける表示を実用上充分な輝度で行うことができる。
【００６４】
一方、ミラーモードでは、観察者側からハーフミラープレート７ｋに入射する光のうち、
１６８°方位に振動する直線偏光は、透過軸が７８°方位、すなわち反射軸が１６８°方
位に設定された第二の反射型偏光板１３ｂで殆ど全てが反射される。したがって、本実施
例のミラーディスプレイ４ｌは、液晶パネル１１ａに画像を表示させないときに、ミラー
として機能する。
【００６５】
なお、観察者側からハーフミラープレート７ｋに入射する外光のうち、７８°方位に振動
する直線偏光は、透過軸が７８°方位に設定された第二の反射型偏光板１３ｂを透過する
。ここで、７８°方位に振動する直線偏光は、９０°方位に振動する直線偏光の成分と、
それとは直交する方向、すなわち０°方位に振動する直線偏光の成分とに分解して考える
ことができる。したがって、透過軸が７８°方位に設定された第二の反射型偏光板１３ｂ
を透過した後の７８°方位に振動する直線偏光のうち、９０°方位に振動する成分は、透
過軸が９０°方位に設定された第一の反射型偏光板１３ａを透過し、０°方位に振動する
成分は、それを透過できずに反射されて透過軸が７８°方位に設定された第二の反射型偏
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光板１３ｂの方へ戻ることになる。そして、この０°方位に振動する成分についても、７
８°方位に振動する直線偏光の成分と、それとは直交する方向、すなわち１６８°方位に
振動する直線偏光の成分とに分解して考えることができる。したがって、透過軸が９０°
方位に設定された第一の反射型偏光板１３ａに反射された後の０°方位に振動する直線偏
光のうち、７８°方位に振動する成分は、透過軸が７８°方位に設定された第二の反射型
偏光板１３ｂを透過し、観察者の方へ反射光として戻っていく。このようにして、本実施
例のミラーディスプレイ４ｌは、実施例１のミラーディスプレイ４ａと比べて、より高い
反射率を呈し、より高性能なミラーモードを提供できる。
【００６６】
そして、透過軸が９０°方位に設定された第一の反射型偏光板１３ａよりも背面側の構成
は、実施例１のそれと同様であるため、実施例１で説明したのと同じ理由により、表示領
域Ａ及び額縁領域Ｂのいずれもほぼ同じ反射率を呈することとなり、表示領域Ａと額縁領
域Ｂの境界線が視認されることはない。
【００６７】
（実施例１３）
実施例１３は、液晶表示装置、ハーフミラー層としての反射型偏光板、及び、反射率調整
部材としての黒テープを備えたミラーディスプレイに関し、実施例１との違いは、６０°
方位に透過軸を有する反射型偏光板をハーフミラープレートに追加したことである。図１
４は、実施例１３のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。図１４に示すよ
うに、実施例１３のハーフミラープレート７ｌは、背面側から観察者側に向かって順に、
反射防止膜１４ａと黒テープ１５、第一の反射型偏光板（透過軸の方位：９０°）１３ａ
、第二の反射型偏光板（透過軸の方位：６０°）１３ｃ、及び、ガラス板１２を備える。
各部材は、アクリル系の粘着剤（図示せず）を介して貼合した。
【００６８】
ディスプレイモードとミラーモードの動作原理は、第二の反射型偏光板１３ｃの透過軸の
方位が異なることによる違いを除いて、実施例１２のそれと同様であるので、説明を省略
する。実施例１３のミラーディスプレイ４ｍにおいても、表示領域Ａ及び額縁領域Ｂのい
ずれもほぼ同じ反射率を呈することとなり、表示領域Ａと額縁領域Ｂの境界線が視認され
ることはない。
【００６９】
（実施例１４）
実施例１４は、液晶表示装置、ハーフミラー層としての反射型偏光板、及び、反射率調整
部材としての黒テープを備えたミラーディスプレイに関し、実施例１との違いは、５２°
方位に透過軸を有する反射型偏光板をハーフミラープレートに追加したことである。図１
５は、実施例１４のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。図１５に示すよ
うに、実施例１４のハーフミラープレート７ｍは、背面側から観察者側に向かって順に、
反射防止膜１４ａと黒テープ１５、第一の反射型偏光板（透過軸の方位：９０°）１３ａ
、第二の反射型偏光板（透過軸の方位：５２°）１３ｄ、及び、ガラス板１２を備える。
各部材は、アクリル系の粘着剤（図示せず）を介して貼合した。
【００７０】
ディスプレイモードとミラーモードの動作原理は、第二の反射型偏光板１３ｄの透過軸の
方位が異なることによる違いを除いて、実施例１２のそれと同様であるので、説明を省略
する。実施例１４のミラーディスプレイ４ｎにおいても、表示領域Ａ及び額縁領域Ｂのい
ずれもほぼ同じ反射率を呈することとなり、表示領域Ａと額縁領域Ｂの境界線が視認され
ることはない。
【００７１】
（実施例１５）
実施例１５は、液晶表示装置、ハーフミラー層としての反射型偏光板、及び、反射率調整
部材としての黒テープを備えたミラーディスプレイに関し、実施例１との違いは、４５°
方位に透過軸を有する反射型偏光板をハーフミラープレートに追加したことである。図１
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６は、実施例１５のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。図１６に示すよ
うに、実施例１５のハーフミラープレート７ｎは、背面側から観察者側に向かって順に、
反射防止膜１４ａと黒テープ１５、第一の反射型偏光板（透過軸の方位：９０°）１３ａ
、第二の反射型偏光板（透過軸の方位：４５°）１３ｅ、及び、ガラス板１２を備える。
各部材は、アクリル系の粘着剤（図示せず）を介して貼合した。
【００７２】
ディスプレイモードとミラーモードの動作原理は、第二の反射型偏光板１３ｅの透過軸の
方位が異なることによる違いを除いて、実施例１２のそれと同様であるので、説明を省略
する。実施例１５のミラーディスプレイ４ｏにおいても、表示領域Ａ及び額縁領域Ｂのい
ずれもほぼ同じ反射率を呈することとなり、表示領域Ａと額縁領域Ｂの境界線が視認され
ることはない。
【００７３】
（実施例１６）
実施例１６は、液晶表示装置、ハーフミラー層としての反射型偏光板、及び、反射率調整
部材としての円偏光板を備えたミラーディスプレイに関する。図１７は、実施例１６のミ
ラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。図１７に示すように、実施例１６のミ
ラーディスプレイ４ｐは、背面側から観察者側に向かって順に、液晶表示装置５ｃ、空気
層６ａ及びハーフミラープレート７ｏを備える。
【００７４】
液晶表示装置５ｃは、バックライト９ａ、クロスニコルに配置された２枚の吸収型偏光板
、液晶パネル１１ａ、ベゼル８を含む、シャープ社製の液晶テレビ（商品名：ＬＣ－２０
Ｆ５）を改造したものを用いた。具体的には、２枚の吸収型偏光板を液晶パネル１１ａか
ら剥離し、液晶パネル１１ａの背面側（バックライト９ａ側）にλ／４板２２ａと吸収型
偏光板１０ａとからなる円偏光板２３ａを貼合した。λ／４板２２ａの遅相軸の方位は１
３５°、吸収型偏光板１０ａの透過軸の方位は０°とした。そして、液晶パネル１１ａの
観察者側には、吸収型偏光板を剥離した後に代わりの偏光板を貼合しなかった。液晶パネ
ル１１ａは、表示モードがＵＶ２Ａであった。ベゼル８は、黒色のプラスチック樹脂製で
あった。
【００７５】
ハーフミラープレート７ｏは、厚さ２．５ｍｍのガラス板１２の背面側（バックライト９
ａ側）に反射型偏光板１３ａを、アクリル系の粘着剤（図示せず）を介して積層し、更に
その背面側に、吸収型偏光板１０ｄとλ／４板２２ｂとからなる円偏光板２３ｂを貼合し
たものであった。
【００７６】
反射型偏光板１３ａとしては、住友スリーエム社製の多層型反射型偏光板（商品名：ＤＢ
ＥＦ）を用いた。反射型偏光板１３ａは、透過軸が９０°方位となるように配した。吸収
型偏光板１０ｄの透過軸は９０°方位、λ／４板２２ｂの遅相軸は４５°方位であった。
すなわち、ハーフミラープレート７ｏ内の円偏光板２３ｂは、液晶表示装置５ｃ内の円偏
光板２３ａに対して、クロスニコルの関係を有する。λ／４板２２ａ、２２ｂとしては、
日本ゼオン社製のシクロオレフィン系ポリマーフィルム（商品名：ゼオノアフィルム）を
１軸延伸して、面内位相差を１４０ｎｍに調整したものを使用した。
【００７７】
本実施例のミラーディスプレイ４ｐは、以下の原理で、ディスプレイモードとミラーモー
ドの両方で動作させることができる。
【００７８】
ハーフミラープレート７ｏ側に配置された円偏光板２３ｂと液晶表示装置５ｃ側に配置さ
れた円偏光板２３ａとは、いわゆるクロスニコル円偏光板として機能するため、それらの
円偏光板２３ａ、２３ｂとそれに挟まれた液晶パネル１１ａとの全体を液晶表示装置と想
定することができる。この想定上の液晶表示装置は、従来から知られた円偏光ＶＡモード
に相当する。円偏光ＶＡモードによれば、背面側の円偏光板２３ａを透過してから液晶パ
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ネル１１ａに入射するときの偏光状態は円偏光であるが、液晶パネル１１ａと観察面側の
円偏光板２３ｂとを透過した後、想定上の液晶表示装置から出射されるときの偏光状態は
直線偏光になっている。
【００７９】
ここで、ディスプレイモードでは、上記想定上の液晶表示装置から出射される光は９０°
方位に振動する直線偏光であるので、透過軸が９０°方位に設定された反射型偏光板１３
ａをほとんどロスなく透過する。したがって、本実施例のミラーディスプレイ４ｐはハー
フミラープレート７ｏを配置しているにも関わらず、高輝度の表示ができる。
【００８０】
一方、ミラーモードでは、観察者側からハーフミラープレート７ｏに入射する光のうち、
０°方位に振動する直線偏光は、透過軸が９０°方位、すなわち反射軸が０°方位に設定
された反射型偏光板１３ａで殆ど全てが反射される。したがって、本実施例のミラーディ
スプレイ４ｐは、液晶パネル１１ａに画像を表示させないときに、ミラーとして機能する
。
【００８１】
なお、観察者側からハーフミラープレート７ｏに入射する外光のうち、９０°方位に振動
する直線偏光は、透過軸が９０°方位に設定された反射型偏光板１３ａを透過する。ここ
で、額縁領域Ｂ及び表示領域Ａのいずれにおいても、反射型偏光板１３ａを透過した光は
、円偏光板２３ｂを透過することで右円偏光として空気層６ａに出射し、ベゼル８及び液
晶パネル１１ａの表面及び内部で反射されたものは左円偏光として再び円偏光板２３ｂに
戻り、そこで吸収される。すなわち、円偏光板２３ｂの反射防止効果により、額縁領域Ｂ
及び表示領域Ａのいずれにおいても、観察面側の円偏光板２３ｂから、それよりも背面側
に出射した光は、実質的に反射光として観察者に視認されることはない。このようにして
、表示領域Ａ及び額縁領域Ｂのいずれもほぼ同じ反射率を呈することとなり、表示領域Ａ
と額縁領域Ｂの境界線が視認されることはない。
【００８２】
（実施例１７）
実施例１７は、液晶表示装置、ハーフミラー層としての反射型偏光板、及び、反射率調整
部材としてのスイッチング用液晶パネルを備えたミラーディスプレイに関する。図１８は
、実施例１７のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。図１８に示すように
、実施例１７のミラーディスプレイ４ｑは、背面側から観察者側に向かって順に、液晶表
示装置５ａ、空気層６ａ及びハーフミラープレート７ｐａを備える。なお、実施例１では
、最表面を構成するガラス板１２に、ハーフミラープレート７ａを構成する反射型偏光板
１３ａを貼合したが、実施例１７では、スイッチング用液晶パネル１１ｂを構成するガラ
ス板（図示せず）に、ハーフミラープレート７ｐａを構成する反射型偏光板１３ａを直に
貼合した。この点と、スイッチング用液晶パネル１１ｂと透過軸を０°方位に設定した吸
収型偏光板１０ｅとからなるスイッチング部を追加したこと以外については、実施例１と
同様である。
【００８３】
スイッチング用液晶パネル１１ｂとしては、電圧印加状態と電圧無印加状態に応じて、反
射型偏光板１３ａを透過した直線偏光の振動方向を変換できるものであれば特に限定され
ず、本実施例では、位相差を３２０ｎｍに設定したＵＶ２Ａモードの白黒表示用の液晶パ
ネルを用いた。白黒表示用の液晶パネルとは、カラーフィルター層を省略したものである
。スイッチング用液晶パネル１１ｂとして、ＴＮモード、ＩＰＳモード等の液晶表示モー
ドのパネルを用いてもよい。
【００８４】
本実施例のミラーディスプレイ４ｑは、以下の原理で、ディスプレイモードとミラーモー
ドの両方で動作させることができる。
【００８５】
ディスプレイモードでは、液晶パネル１１ａに画像を表示させ、観察者は、ハーフミラー
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プレート７ｐａ越しに液晶パネル１１ａの画像を見る。液晶表示装置５ａから出射される
光は９０°方位に振動する直線偏光であり、ハーフミラープレート７ｐａの反射型偏光板
１３ａは透過軸が９０°方位に設定されているため、光はほとんどロスなく反射型偏光板
１３ａを透過できる。そして、スイッチング用液晶パネル１１ｂは、ディスプレイモード
では電圧印加状態にされており、反射型偏光板１３ａを透過した直線偏光の振動方向を０
°方位に変換する。その結果、スイッチング用液晶パネル１１ｂから出射される光は、最
も観察者側に配置された吸収型偏光板１０ｅをほとんどロスなく透過できる。したがって
、本実施例のミラーディスプレイ４ｑは、ハーフミラープレート７ｐａを配置しているに
も関わらず、高輝度の表示ができる。
【００８６】
一方、ミラーモードでは、液晶パネル１１ａには画像を表示させず、観察者は、ハーフミ
ラープレート７ｐａの表面で反射した外光のみを見る。具体的には、観察者側からハーフ
ミラープレート７ｐａに入射する光のうち、０°方位に振動する直線偏光は、透過軸が０
°方位に設定された吸収型偏光板１０ｅをほとんどロスすることなく透過できる。そして
、スイッチング用液晶パネル１１ｂは、ミラーモードでは電圧無印加状態にされており、
直線偏光の振動方向を変化させない。その結果、スイッチング用液晶パネル１１ｂを透過
した光は、透過軸が９０°方位、すなわち反射軸が０°方位に設定された反射型偏光板１
３ａで殆ど全てが反射される。したがって、本実施例のミラーディスプレイ４ｑは、液晶
パネル１１ａに画像を表示させないときに、ミラーとして機能する。また、表示領域Ａ及
び額縁領域Ｂのいずれもほぼ同じ反射率を呈することとなり、表示領域Ａと額縁領域Ｂの
境界線が視認されることはない。
【００８７】
なお、ディスプレイモードにおいて、観察者側からハーフミラープレート７ｐａに入射す
る光のうち、０°方位に振動する直線偏光は、透過軸が０°に設定された吸収型偏光板１
０ｅをほとんどロスすることなく透過する。ここで、スイッチング用液晶パネル１１ｂは
電圧印加状態であるので、吸収型偏光板１０ｅを透過した０°方位に振動する直線偏光を
９０°方位に振動する直線偏光に変換する。このため、変換された９０°方位に振動する
直線偏光は、スイッチング用液晶パネル１１ｂから透過軸が９０°方位、すなわち反射軸
が０°方位に設定された反射型偏光板１３ａに入射しても、反射されずに透過する。反射
型偏光板１３ａを透過した直線偏光は、反射防止膜１４ａの効果により空気層６ａとの界
面において殆ど反射することなく空気層６ａに出射し、その後、一部の光は、空気層６ａ
と液晶表示装置５ａの観察者側の吸収型偏光板１０ｂとの界面で反射され、残りの光は、
液晶表示装置５ａの吸収型偏光板１０ａ、１０ｂ、カラーフィルター（図示せず）等に吸
収される。
【００８８】
このようにして、本実施例のミラーディスプレイ４ｑは、ミラーモードの性能が実施例１
と同等でありつつ、しかもディスプレイモードにおいて、観察者側からミラーディスプレ
イ４ｑに入射する光がハーフミラープレート７ｐａで反射されて不要な反射光となること
がないので、コントラスト比を低下させることがない。
【００８９】
（実施例１８）
実施例１８は、液晶表示装置、ハーフミラー層としての反射型偏光板、及び、反射率調整
部材としてのスイッチング用液晶パネルを備えたミラーディスプレイに関し、実施例１７
との違いは、ハーフミラープレートの吸収型偏光板の透過軸を９０°方位に設定したこと
、それに伴い、スイッチング用液晶パネルの動作を、ディスプレイモードで電圧無印加状
態とし、ミラーモードで電圧印加状態としたことである。図１９は、実施例１８のミラー
ディスプレイの構成を示す断面模式図である。図１９に示すように、実施例１８のミラー
ディスプレイ４ｒは、背面側から観察者側に向かって順に、液晶表示装置５ａ、空気層６
ａ、ハーフミラープレート７ｐｂを備え、ハーフミラープレート７ｐｂは、スイッチング
用液晶パネル１１ｂの観察者側に、透過軸を９０°方位に設定した吸収型偏光板１０ｄが
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積層されている。
【００９０】
ディスプレイモードとミラーモードの動作原理は、ハーフミラープレート７ｐｂの吸収型
偏光板１０ｄの透過軸の方位が異なることによる違いを除いて、実施例１７のそれと同様
であるので、説明を省略する。
【００９１】
（実施例１９）
実施例１９は、液晶表示装置、ハーフミラー層としての反射型偏光板、及び、反射率調整
部材としてのスイッチング用液晶パネルを備えたミラーディスプレイに関する。図２０は
、実施例１９のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。図２０に示すように
、実施例１９のミラーディスプレイ４ｓは、背面側から観察者側に向かって順に、液晶表
示装置５ａ、空気層６ａ及びハーフミラープレート７ｐｃを備える。なお、実施例１では
、最表面を構成するガラス板１２に、ハーフミラープレート７ａを構成する反射型偏光板
１３ａを貼合したが、実施例１９では、スイッチング用液晶パネル１１ｂを構成するガラ
ス板（図示せず）に、ハーフミラープレート７ｐｃを構成する反射型偏光板１３ａを直に
貼合した。この点と、スイッチング用液晶パネル１１ｂと透過軸を０°方位に設定した反
射型偏光板１３ｆとからなるスイッチング部を追加したこと以外については、実施例１と
同様である。
【００９２】
スイッチング用液晶パネル１１ｂとしては、位相差を３２０ｎｍに設定したＵＶ２Ａモー
ドの白黒表示用の液晶パネルを用いた。
【００９３】
本実施例のミラーディスプレイ４ｓは、以下の原理で、ディスプレイモードとミラーモー
ドの両方で動作させることができる。
【００９４】
ディスプレイモードでは、液晶パネル１１ａに画像を表示させ、観察者は、ハーフミラー
プレート７ｐｃ越しに液晶パネル１１ａの画像を見る。液晶表示装置５ａから出射される
光は９０°方位に振動する直線偏光であり、ハーフミラープレート７ｐｃの反射型偏光板
１３ａは透過軸が９０°方位に設定されているため、光はほとんどロスなく反射型偏光板
１３ａを透過できる。そして、スイッチング用液晶パネル１１ｂは、ディスプレイモード
では電圧印加状態にされており、反射型偏光板１３ａを透過した直線偏光の振動方向を０
°方位に変換する。その結果、スイッチング用液晶パネル１１ｂから出射される光は、最
も観察者側に配置された反射型偏光板１３ｆをほとんどロスなく透過できる。したがって
、本実施例のミラーディスプレイ４ｓは、ハーフミラープレート７ｐｃを配置しているに
も関わらず、高輝度の表示ができる。
【００９５】
一方、ミラーモードでは、液晶パネル１１ａには画像を表示させず、観察者は、ハーフミ
ラープレート７ｐｃの表面で反射した外光のみを見る。具体的には、観察者側からハーフ
ミラープレート７ｐｃに入射する光のうち、０°方位に振動する直線偏光は、透過軸が０
°方位に設定された反射型偏光板１３ｆをほとんどロスすることなく透過できる。そして
、スイッチング用液晶パネル１１ｂは、ミラーモードでは電圧無印加状態にされており、
直線偏光の振動方向を変化させない。その結果、スイッチング用液晶パネル１１ｂを透過
した光は、透過軸が９０°方位、すなわち反射軸が０°方位に設定された反射型偏光板１
３ａで殆ど全てが反射される。また、同時に、観察者側からハーフミラープレート７ｐｃ
に入射する光のうち、９０°方位に振動する直線偏光は、透過軸が０°方位、すなわち反
射軸が９０°方位に設定された反射型偏光板１３ｆで殆ど全てが反射される。したがって
、本実施例のミラーディスプレイ４ｓは、液晶パネル１１ａに画像を表示させないときに
、実施例１のミラーディスプレイ４ａの約２倍の反射率を示し、ほぼ完全なミラーとして
機能できる。また、表示領域Ａ及び額縁領域Ｂのいずれもほぼ同じ反射率を呈することと
なり、表示領域Ａと額縁領域Ｂの境界線が視認されることはない。
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【００９６】
このようにして、本実施例のミラーディスプレイ４ｓは、ディスプレイモードの性能が実
施例１と同等でありつつ、しかもミラーモードにおいて、観察者側からミラーディスプレ
イ４ｓに入射する光の殆ど全てを反射し、ほぼ完全なミラーとして機能できる。
【００９７】
（実施例２０）
実施例２０は、液晶表示装置、ハーフミラー層としての反射型偏光板、及び、反射率調整
部材としてのスイッチング用液晶パネルを備えたミラーディスプレイに関し、実施例１９
との違いは、ハーフミラープレートの反射型偏光板の透過軸を９０°方位に設定したこと
、それに伴い、スイッチング用液晶パネルの動作を、ディスプレイモードで電圧無印加状
態とし、ミラーモードで電圧印加状態としたことである。図２１は、実施例２０のミラー
ディスプレイの構成を示す断面模式図である。図２１に示すように、実施例２０のミラー
ディスプレイ４ｔは、背面側から観察者側に向かって順に、液晶表示装置５ａ、空気層６
ａ、ハーフミラープレート７ｐｄを備え、ハーフミラープレート７ｐｄは、スイッチング
用液晶パネル１１ｂの観察者側に、透過軸を９０°方位に設定した反射型偏光板１３ｇが
積層されている。
【００９８】
ディスプレイモードとミラーモードの動作原理は、ハーフミラープレート７ｐｄの反射型
偏光板１３ｇの透過軸の方位が異なることによる違いを除いて、実施例１９のそれと同様
であるので、説明を省略する。
【００９９】
なお、以上の実施例に関する断面図では、液晶パネルとベゼルの境界と、表示領域Ａと額
縁領域Ｂの境界とが、一致するように図示されているが、表示領域Ａと額縁領域Ｂの境界
は、液晶パネルとベゼルの境界よりも内側にあってもよい。すなわち、液晶パネルの外周
部には表示に寄与しない領域があってもよい。
【０１００】
また、通常、液晶パネルの外周部にはＢＭ（ブラックマトリックス）と呼ばれる遮光帯が
設けられているが、ハーフミラープレートと表示装置とを結合するときにアライメントの
ずれが生じると、表示装置の表示部が黒テープ等の反射率調整部材によって隠されてしま
ったり、額縁部材が反射率調整部材のない領域に露出してしまうことがあり得る。これら
の不具合を防止する観点から、ＢＭを通常よりも太めに設計しておいてもよい。具体的に
は、液晶パネルの外周部に設けられるＢＭの幅は、通常、一辺につき５ｍｍ未満であるが
、上記の不具合を防止する観点からは、５ｍｍ以上であることが好ましく、７ｍｍ以上で
あることがより好ましい。
【０１０１】
［実施例１～２０のミラーディスプレイの評価結果］
実施例１～２０のミラーディスプレイについて、（１）ディスプレイモードにおける透過
率、（２）ミラーモードにおける表示領域Ａの反射率、（３）ミラーモードにおける額縁
領域Ｂの反射率、（４）ミラーモードにおける表示領域Ａの反射率と額縁領域Ｂの反射率
の差を下記表１にまとめた。
【０１０２】
ここで、ディスプレイモードの透過率は、ミラーディスプレイを白表示させたときの画面
輝度を暗室で測定し、各実施例で共通に利用した液晶表示装置（シャープ社製、商品名：
ＬＣ－２０Ｆ５）の白表示輝度を１００％とする規格化を行って算出した。測定器はトプ
コン社製の輝度計（商品名：ＢＭ－５Ａ）を使用した。
【０１０３】
また、ミラーモードの反射率は、液晶表示装置が黒表示（電源オフ状態）をしたときの反
射率のことであり、測定器はコニカミノルタ社製の卓上型分光測色計（商品名：ＣＭ－２
６００ｄ、測定波長範囲：３６０ｎｍ～７４０ｎｍ、積分球方式）を使用した。反射測定
モードは、ＳＣＩ（Specular Component Included）モードであった。ＳＣＩモードでは
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、拡散反射光と正反射光の両方を測定し、正反射光を含む反射率が測定される。
【０１０４】
【表１】

【０１０５】
主観評価の結果、実施例１～２０のミラーディスプレイはいずれも、ディスプレイモード
において充分な画面輝度を呈した。また、実施例１～２０のミラーディスプレイはいずれ
も、表示領域Ａと額縁領域Ｂの境界が視認されず、デザイン性に特に優れていた。そして
、実施例１～２０のミラーディスプレイはいずれも、ミラーとしての実用性はあると評価
された。特にミラーモードでの反射率が６５％を超えた実施例１４、１５、１９及び２０
のミラーディスプレイは、ミラーディスプレイではない普通のミラー（反射率：約８０％
）と比較しても視覚上遜色なかった。
【０１０６】
以上のように、実施例１～２０のミラーディスプレイによれば、ディスプレイ性能を犠牲
にすることなく、ミラーモードを提供できる。また、ミラーモード時にも、表示領域Ａと
額縁領域Ｂの境界線が視認されることなく、デザイン性能の高い表示装置を提供できる。
そして、実施例１４、１５、１９及び２０のミラーディスプレイは普通のミラーと比べて
も遜色のない反射率を呈し、実用性も充分なミラーモードを提供できる。
【０１０７】
また、ベゼル８としての機能性を高めるために、ベゼル８の表面及び／又は端面に曲面加
工が施され、額縁領域Ｂ内で反射率が一様にならない場合がある。この場合であっても、
反射率調整部材を設ければ、額縁領域Ｂ内の反射率を均一にできるので、ミラーとしての
性能及びデザイン性を向上できる。
【０１０８】



(22) JP 6122450 B2 2017.4.26

10

20

30

40

50

更に、ベゼル８に、リモコン受光部等が配置されていたり、機種名の印刷等が施されてい
る場合であっても、反射率調整部材を設ければ、ミラーモード時にそれらを視認されにく
くすることができるので、ミラーとして違和感を感じにくくすることができる。
【０１０９】
（実施例２１）
ハーフミラー層及び反射率調整部材は、実施例１～２０では、ベゼル８が配置されている
領域（額縁領域Ｂ）と一致するように配置されていたが、額縁領域Ｂよりも外側のベゼル
８が配置されていない領域（領域Ｃ）まで配置されていてもよい。実施例１のミラーディ
スプレイ４ａを基に、ハーフミラー層及び反射率調整部材を領域Ｃまで拡張した例を実施
例２１として図２２に示す。図２２は、実施例２１のミラーディスプレイの構成を示す断
面模式図である。図２２に示すように、実施例２１のミラーディスプレイでは、ハーフミ
ラー層としての反射型偏光板１３ａが、表示領域Ａ及び額縁領域Ｂだけでなく、額縁領域
Ｂよりも外側のベゼル８が配置されていない領域（領域Ｃ）まで配置されている。また、
反射率調整部材としての黒テープ１５が、額縁領域Ｂだけでなく、領域Ｃに配置されてい
る。実施例２１のミラーディスプレイは、領域Ｃを除けば、実施例１のミラーディスプレ
イ４ａと同じ構成を有するので、表示領域Ａと額縁領域Ｂの境界線が視認されることはな
い。また、実施例２１のミラーディスプレイは、領域Ｃを活用することにより、電源オフ
状態の表示装置をミラーとして利用するだけではない、画像表示機能とミラー機能を融合
した種々の利用方法を提供することが可能となる。
【０１１０】
（実施例２２）
実施例２２は、実施例３のミラーディスプレイ４ｃを基に、ハーフミラー層及び反射率調
整部材を領域Ｃまで拡張した例を示す。図２３は、実施例２２のミラーディスプレイの構
成を示す断面模式図である。図２３に示すように、実施例２２のミラーディスプレイでは
、ハーフミラー層としての反射型偏光板１３ａが、表示領域Ａ及び額縁領域Ｂだけでなく
、額縁領域Ｂよりも外側のベゼル８が配置されていない領域（領域Ｃ）まで配置されてい
る。また、反射率調整部材としての黒紙１６が、額縁領域Ｂだけでなく、領域Ｃに配置さ
れている。実施例２２のミラーディスプレイは、領域Ｃを除けば、実施例３のミラーディ
スプレイ４ｃと同じ構成を有するので、表示領域Ａと額縁領域Ｂの境界線が視認されるこ
とはない。また、実施例２２のミラーディスプレイは、領域Ｃを活用することにより、電
源オフ状態の表示装置をミラーとして利用するだけではない、画像表示機能とミラー機能
を融合した種々の利用方法を提供することが可能となる。
【０１１１】
（実施例２３）
実施例２３は、実施例１２のミラーディスプレイを基に、ハーフミラー層及び反射率調整
部材を領域Ｃまで拡張した例を示す。図２４は、実施例２３のミラーディスプレイの構成
を示す断面模式図である。図２４に示すように、実施例２３のミラーディスプレイでは、
ハーフミラー層としての第一及び第二の反射型偏光板１３ａ、１３ｂが、表示領域Ａ及び
額縁領域Ｂだけでなく、額縁領域Ｂよりも外側のベゼル８が配置されていない領域（領域
Ｃ）まで配置されている。また、反射率調整部材としての黒テープ１５が、額縁領域Ｂだ
けでなく、領域Ｃに配置されている。実施例２３のミラーディスプレイは、領域Ｃを除け
ば、実施例１２のミラーディスプレイと同じ構成を有するので、表示領域Ａと額縁領域Ｂ
の境界線が視認されることはない。また、実施例２３のミラーディスプレイは、領域Ｃを
活用することにより、電源オフ状態の表示装置をミラーとして利用するだけではない、画
像表示機能とミラー機能を融合した種々の利用方法を提供することが可能となる。
【０１１２】
（実施例２４）
実施例２４は、実施例１６のミラーディスプレイ４ｐを基に、ハーフミラー層及び反射率
調整部材を領域Ｃまで拡張した例を示す。図２５は、実施例２４のミラーディスプレイの
構成を示す断面模式図である。図２５に示すように、実施例２４のミラーディスプレイで



(23) JP 6122450 B2 2017.4.26

10

20

30

40

50

は、ハーフミラー層としての反射型偏光板１３ａが、表示領域Ａ及び額縁領域Ｂだけでな
く、額縁領域Ｂよりも外側のベゼル８が配置されていない領域（領域Ｃ）まで配置されて
いる。また、反射率調整部材としての円偏光板２３ｂが、額縁領域Ｂだけでなく、領域Ｃ
に配置されている。実施例２４のミラーディスプレイは、領域Ｃを除けば、実施例１６の
ミラーディスプレイ４ｐと同じ構成を有するので、表示領域Ａと額縁領域Ｂの境界線が視
認されることはない。また、実施例２４のミラーディスプレイは、領域Ｃを活用すること
により、電源オフ状態の表示装置をミラーとして利用するだけではない、画像表示機能と
ミラー機能を融合した種々の利用方法を提供することが可能となる。
【０１１３】
（実施例２５）
実施例２５は、実施例１７のミラーディスプレイ４ｑを基に、ハーフミラー層及び反射率
調整部材を領域Ｃまで拡張した例を示す。図２６は、実施例２５のミラーディスプレイの
構成を示す断面模式図である。図２６に示すように、実施例２５のミラーディスプレイで
は、ハーフミラー層としての反射型偏光板１３ａが、表示領域Ａ及び額縁領域Ｂだけでな
く、額縁領域Ｂよりも外側のベゼル８が配置されていない領域（領域Ｃ）まで配置されて
いる。また、反射率調整部材としてのスイッチング用液晶パネル１１ｂが、額縁領域Ｂだ
けでなく、領域Ｃに配置されている。実施例２５のミラーディスプレイは、領域Ｃを除け
ば、実施例１７のミラーディスプレイ４ｑと同じ構成を有するので、表示領域Ａと額縁領
域Ｂの境界線が視認されることはない。また、実施例２５のミラーディスプレイは、領域
Ｃを活用することにより、電源オフ状態の表示装置をミラーとして利用するだけではない
、画像表示機能とミラー機能を融合した種々の利用方法を提供することが可能となる。
【０１１４】
（実施例２６）
実施例２６は、実施例１９のミラーディスプレイ４ｓを基に、ハーフミラー層及び反射率
調整部材を領域Ｃまで拡張した例を示す。図２７は、実施例２６のミラーディスプレイの
構成を示す断面模式図である。図２７に示すように、実施例２６のミラーディスプレイで
は、ハーフミラー層としての反射型偏光板１３ａが、表示領域Ａ及び額縁領域Ｂだけでな
く、額縁領域Ｂよりも外側のベゼル８が配置されていない領域（領域Ｃ）まで配置されて
いる。また、反射率調整部材としてのスイッチング用液晶パネル１１ｂが、額縁領域Ｂだ
けでなく、領域Ｃに配置されている。実施例２６のミラーディスプレイは、領域Ｃを除け
ば、実施例１９のミラーディスプレイ４ｓと同じ構成を有するので、表示領域Ａと額縁領
域Ｂの境界線が視認されることはない。また、実施例２６のミラーディスプレイは、領域
Ｃを活用することにより、電源オフ状態の表示装置をミラーとして利用するだけではない
、画像表示機能とミラー機能を融合した種々の利用方法を提供することが可能となる。
【０１１５】
（実施例２７）
実施例２７の電子機器は、実施例１のミラーディスプレイ４ａと、表示光制御装置とを備
えた電子機器である。図２８は、実施例２７の電子機器の主要な構成を説明するためのブ
ロック図である。図２８に示すように、ミラーディスプレイ４ａは、液晶表示装置５ａ及
びハーフミラープレート７ａを備え、液晶表示装置５ａ内には、液晶パネル１１ａ及びバ
ックライト９ａが含まれる。表示光制御装置２６は、パネル制御部２７、バックライト制
御部２８、及び、信号制御部２９を含む。
【０１１６】
パネル制御部２７は、液晶パネル１１ａを駆動するコントローラー及びドライバーを含み
、物理的な構成上は、液晶表示装置５ａに内蔵されていてもよいし、内蔵されていなくて
もよい。本実施例では、パネル制御部２７は、液晶表示装置５ａとして用いた、シャープ
社製液晶テレビ（商品名：ＬＣ－２０Ｆ５）に内蔵されている。
【０１１７】
バックライト制御部２８は、バックライト９ａを駆動するためのコントローラーやドライ
バーを含み、液晶表示装置５ａに内蔵されていてもよいし、内蔵されていなくてもよい。
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バックライト制御部２８により、ディスプレイモードとミラーモードの切換信号が出力さ
れる。また、バックライト制御部２８は、映像信号の有無に応じて、バックライト９ａの
消灯機能を付与する。
【０１１８】
信号制御部２９は、パネル制御部２７とバックライト制御部２８とを連動させるための信
号を出力する。
【０１１９】
利用者がミラーモードを選択したとき、表示光制御装置２６はパネル制御部２７に対して
液晶パネル１１ａの駆動を停止するように制御信号を送信し、バックライト制御部２８に
対してはバックライト９ａを消灯するように制御信号を送信する。このようにして、ミラ
ーモード時にミラー面の背面側に不要な漏れ光が存在することを防止し、ミラーモードの
ミラー性能を最大限に高めると同時に、液晶表示装置５ａの消費電力を抑えることができ
る。また、映像信号がゼロ、すなわち、液晶表示装置５ａが黒画面を表示しているときに
、信号制御部２９は、バックライト制御部２８に対してバックライト９ａを消灯するよう
に制御信号を送信するように設定することも可能である。
【０１２０】
なお、本実施例の電子機器２５ａは、実施例１のミラーディスプレイ４ａの代わりに、実
施例２～２６のミラーディスプレイのいずれか一つを用いたものとしてもよい。
【０１２１】
（実施例２８）
実施例２８は、ミラーディスプレイ及び表示光制御装置を備えた電子機器に関し、実施例
２７との違いは、液晶表示装置のバックライトとしてローカルディミングバックライトを
採用したことである。図２９は、実施例２８の電子機器の主要な構成を説明するためのブ
ロック図である。図２９に示すように、ミラーディスプレイ４ａ’は、液晶表示装置５ａ
’及びハーフミラープレート７ａを備え、液晶表示装置５ａ’内には、液晶パネル１１ａ
及びローカルディミングバックライト９ｂが含まれる。表示光制御装置２６は、パネル制
御部２７、バックライト制御部２８、及び、信号制御部２９を含む。
【０１２２】
ローカルディミングバックライトとは、バックライトの発光領域を複数のブロック（領域
）に分割し、入力画像に応じてバックライトの輝度をブロック毎に調節したり、消灯した
りする機能を備えるバックライトユニットのことである。本実施例では、横１６個×縦９
個のブロックに分けてＬＥＤ光源を配列し、ＬＥＤコントローラーからの制御信号に応じ
て、ブロック毎にバックライトの輝度を制御可能とした。
【０１２３】
ローカルディミングバックライト９ｂによれば、ブロック毎に、すなわち局所的にバック
ライトの輝度を制御できるため、ミラーモードとディスプレイモードを画面全体で時間的
に切り替える機能だけではなく、同時刻、同一面内で、ある領域はミラーモード、その他
の領域はディスプレイモードとして動作させる機能を提供できる。例えば、表示領域の中
心にミラー領域を形成してもよい。ミラーモードとして動作させる領域は、バックライト
を局所的に消灯させるか、あるいは輝度を低くする。
【０１２４】
また、本実施例の電子機器２５ｂは、タッチパネル等の入力機器を更に備えてもよい。こ
の場合、例えば、タッチパネルのピンチイン、ピンチアウトの操作に応じて、ディスプレ
イ領域及びミラー領域のサイズを変更する機能を付与してもよい。これにより、画面（タ
ッチパネル）をピンチインすると、その操作に合わせてディスプレイ領域のサイズが縮小
し、その周辺部、すなわちミラー領域のサイズが拡大し、その逆に、画面（タッチパネル
）をピンチアウトすると、その操作に合わせてディスプレイ領域のサイズが拡大し、その
周辺部、すなわちミラー領域のサイズが縮小する。このような操作感を提供することによ
り、電子機器の利便性を高め、商品価値を向上することができる場合がある。なお、この
機能は、ミラー領域としたい領域に黒表示を行うことで、ローカルディミングバックライ
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ト９ｂを設けない実施例２７の電子機器２５ａにおいても実現可能である。但し、液晶表
示装置５ａからの漏れ光がミラー領域のミラー性能を劣化させると、利用者が違和感を感
じる可能性があるため、本実施例のように、ローカルディミングバックライト９ｂを用い
る形態において特に好適である。
【０１２５】
なお、本実施例の電子機器２５ｂは、ミラーディスプレイ４ａ’の代わりに、実施例２～
２６のミラーディスプレイのいずれか一つにおけるバックライト９ａをローカルディミン
グバックライト９ｂに置き換えたミラーディスプレイを用いたものとしてもよい。
【０１２６】
（実施例２９）
実施例２９は、液晶表示装置、ハーフミラー層としての反射型偏光板、及び、反射率調整
部材としての黒アクリル板及びＡＧフィルムを備えたミラーディスプレイに関する。図３
０は、実施例２９のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。図３０に示すよ
うに、実施例２９のミラーディスプレイは、背面側から観察者側に向かって順に、液晶表
示装置５ｄ、空気層６ａ及びハーフミラープレート７ｅを備える。液晶表示装置５ｄとハ
ーフミラープレート７ｅとは、液晶表示装置５ｄの上端及び下端に枠状に取り付けたアル
ミニウム製の一対のレールに、ハーフミラープレート７ｅの上端及び下端を嵌め込んで固
定した。空気層６ａは、液晶表示装置５ｄとハーフミラープレート７ｅとの間のわずかな
隙間に形成される空間である。
【０１２７】
液晶表示装置５ｄは、バックライト９ａ、クロスニコル配置された２枚の吸収型偏光板１
０ａ、１０ｆ、液晶パネル１１ａ、ベゼル８を含む、シャープ社製の液晶テレビ（商品名
：ＬＣ－２０Ｆ５）を改造したものを用いた。液晶表示装置５ｄの長辺を基準に反時計回
りに正（＋）と定義したときに、背面側の吸収型偏光板１０ａの透過軸の方位は０°、観
察者側の吸収型偏光板１０ｆの透過軸の方位は９０°とした。液晶パネル１１ａは、表示
モードがＵＶ２Ａであった。ベゼル８は、黒色のプラスチック樹脂製であった。
【０１２８】
ここで、上記のシャープ社製の液晶テレビは、観察者側の吸収型偏光板の表面に、反射防
止処理が施されておらず、ヘイズ３．０％のＡＧ（アンチグレア、防眩）処理が施された
ものであったが、背面側の吸収型偏光板１０ａと同様に、ＡＧ処理も反射防止処理も施さ
れていない偏光板であるクリア偏光板に貼り替えを行った。すなわち、観察者側の吸収型
偏光板１０ｆとしては、クリア偏光板を用いた。更に、観察者側の吸収型偏光板（クリア
偏光板）１０ｆの上に、ヘイズ２．９％、反射率２．５％の反射防止膜（ＡＧＬＲフィル
ム）１４ｄを貼合した。
【０１２９】
なお、本実施例ではＡＧ処理が施された偏光板をクリア偏光板１０ｆに貼り替えてからそ
の上にＡＧＬＲフィルム１４ｄを貼合したが、予めＡＧＬＲ処理が施された偏光板に貼り
替えても同じ効果が得られる。また、ＡＧ処理が施された偏光板の上に直接ＡＧＬＲフィ
ルムを貼合しても同じ効果が得られる。どの方法を選択するかは、製造コストや製造工程
の都合等で決めればよい。必ずしも、予めＡＧＬＲ処理が施された偏光板に貼り替える方
法が最良とは限らない。例えば、ミラーディスプレイの生産量が少ない場合、専用設計の
偏光板を貼合した液晶パネルを準備するより、通常の液晶テレビ用の液晶パネルや液晶表
示装置をベースに改造を加えながら製品を仕上げる方が経済性を確保しやすい場合がある
。
【０１３０】
ハーフミラープレート７ｅは、厚さ２．５ｍｍのガラス板１２に反射型偏光板１３ａをア
クリル系の粘着剤（図示せず）を介して積層したものであった。そして、液晶パネル１１
ａの表示領域と重ならない領域（ミラーディスプレイの額縁領域Ｂ）には、空気層６ｂを
介して、反射率調整部材として、ＡＧフィルム１８をアクリル系の粘着剤（図示せず）を
用いて貼合した黒アクリル板１７を配置した。このＡＧフィルム１８は、液晶表示装置５
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ｄの観察者側に設けられた吸収型偏光板１０ｆの上に設けられたＡＧＬＲフィルム１４ｄ
とほぼ同じく、ヘイズ３．０％のＡＧ処理が施されているが、反射防止処理は施されてお
らず、反射率は４．１％であった。なお、本実施例ではＡＧフィルム１８を黒アクリル板
１７に貼合したが、黒アクリル板１７を省略し、液晶表示装置５ｄ側のベゼル８（黒色の
プラスチック樹脂製）に直接貼合しても同じ効果が得られる。
【０１３１】
ハーフミラープレート７ｅをミラーとして充分に機能させる観点から、ガラス板１２の観
察面側には反射防止膜を配置していない。なお、ガラス板１２の厚みは、上記した２．５
ｍｍに限定されず、それよりも薄くても厚くてもよい。また、ガラス板１２に代えて、例
えば、アクリル樹脂製の透明板を用いてもよい。
【０１３２】
反射型偏光板１３ａとしては、例えば、多層型反射型偏光板、ナノワイヤーグリッド偏光
板、コレステリック液晶の選択反射を用いた反射型偏光板を用いることができる。本実施
例では、住友スリーエム社製の多層型反射型偏光板（商品名：ＤＢＥＦ）を用いた。反射
型偏光板１３ａは、透過軸が９０°方位となるように配した。
【０１３３】
本実施例のミラーディスプレイにおけるディスプレイモードとミラーモードの動作原理は
実施例１のそれと同様であるので説明を省略する。
【０１３４】
観察者側からハーフミラープレート７ｅに入射する光のうち、０°方位に振動する直線偏
光は、透過軸が９０°方位、すなわち反射軸が０°方位に設定された反射型偏光板１３ａ
で殆ど全てが反射される。これにより、本実施例のミラーディスプレイは、ミラーとして
機能する。一方で、観察者側からハーフミラープレート７ｅに入射する光のうち、９０°
方位に振動する直線偏光は、透過軸が９０°方位に設定された反射型偏光板１３ａを透過
する。この光は、液晶パネル１１ａが配置された表示領域Ａ、それ以外の領域である額縁
領域Ｂのいずれにおいても、その一部が反射型偏光板１３ａと空気層６ａ、６ｂの界面で
反射される。空気層６ａ、６ｂ中に出射した光のうち、表示領域Ａを進む光は、その一部
が空気層６ａとＡＧＬＲフィルム１４ｄとの界面で反射され、残りの大部分が液晶表示装
置５ｄ内の吸収型偏光板１０ａ、１０ｆやカラーフィルターで吸収され、残りの一部が液
晶表示装置５ｄの内部反射により反射される。また、額縁領域Ｂを進む光は、空気層６ｂ
とＡＧフィルム１８との界面で反射され、残りは黒アクリル板１７で吸収される。このよ
うにして、表示領域Ａ及び額縁領域Ｂのいずれもほぼ同じ反射率を呈することとなり、表
示領域Ａと額縁領域Ｂの境界線が視認されることはない。
【０１３５】
また、実施例５と比べ、表示領域Ａと額縁領域Ｂの表面処理をそれぞれ別々の種類にした
本実施例では、額縁領域Ｂに設けたＡＧフィルム１８の反射率よりも表示領域Ａに設けた
ＡＧＬＲフィルム１４ｄの反射率の方が低いため、液晶表示装置５ｄの内部反射が０でな
いことに起因して生じる表示領域Ａと額縁領域Ｂの反射率の僅かな差異までも補償するこ
とが可能である。このため、表示領域Ａと額縁領域Ｂの境界線がより一層視認されにくく
なる効果が得られる。
【０１３６】
ここで、液晶表示装置５ｄの内部反射とは、インジウム酸化錫（ＩＴＯ）等からなる透明
電極、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）素子、メタルバスライン等がその原因と考えられる液
晶表示装置５ｄ内部からの反射のことであり、吸収型直線偏光板越しに測ると一般的には
０．５～２．０％程ある。最表面の素材や表面処理によって決まる表面反射と区別して内
部反射と呼ばれる。すなわち、偏光板表面に反射率０％の理想的な反射防止処理を施して
測定したとしても、液晶表示装置の反射率は０％にはならず、上記の通り０．５～２．０
％となり、これを液晶表示装置（あるいは液晶パネル）の内部反射と呼ぶ。一方、黒アク
リル板１７の内部反射を同様に考えると０％である。
【０１３７】
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本実施例で用いたＡＧＬＲフィルム１４ｄの反射率は２．５％、液晶表示装置５ｄの内部
反射率は１．５％、ＡＧフィルム１８の反射率は４．１％であったので、反射型偏光板１
３ａより下側（背面側）だけで考えると、表示領域Ａの反射率は（２．５％＋１．５％＝
）４．０％、額縁領域Ｂの反射率は４．１％であり、殆ど同一である。なお、実施例の評
価結果を示した表４中の値から分かるように、表示領域Ａと額縁領域Ｂの反射率の差は、
ガラス板１２と反射型偏光板１３ａ越しに測定すると更に縮まる。
【０１３８】
なお、表示領域ＡにＡＧフィルム１８を用いた場合（実施例５）、表示領域Ａの反射率は
（４．１％＋１．５％＝）５．６％であるので、それよりも本実施例の構成のほうが表示
領域Ａと額縁領域Ｂの境界線がより一層視認されにくくなることがわかる。
【０１３９】
（実施例３０）
実施例３０は、液晶表示装置、ハーフミラー層としての反射型偏光板、及び、反射率調整
部材としての黒アクリル板及びＡＧフィルムを備えたミラーディスプレイに関し、実施例
２９との違いは、表示領域Ａに設けたＡＧＬＲフィルム１４ｄの反射率を１．３％とした
ことである。すなわち、ヘイズ２．９％、反射率１．３％の反射防止膜（ＡＧＬＲフィル
ム）１４ｄをクリア偏光板１０ｆの上に貼合した。実施例２９との違いはＡＧＬＲフィル
ム１４ｄの反射率だけであるので、その構成に関する説明は省略する。
【０１４０】
本実施例のミラーディスプレイにおけるディスプレイモードとミラーモードの動作原理は
実施例２９のそれと殆ど同様であるので、共通する部分は説明を省略する。
【０１４１】
本実施例で用いたＡＧＬＲフィルム１４ｄの反射率は１．４％、液晶表示装置５ｄの内部
反射率は１．５％、 ＡＧフィルム１８の反射率は４．１％であったので、反射型偏光板
１３ａより下側（背面側）だけで考えると、表示領域Ａの反射率は（１．４％＋１．５％
＝）２．９％、額縁領域Ｂの反射率は４．１％であり、実施例２９の場合と異なり、表示
領域Ａの反射率が額縁領域Ｂのそれと比べてやや低めに設定されている。表示領域Ａと額
縁領域Ｂの反射率の差が実施例５のそれと同程度まで拡大しているが、表示領域Ａの反射
率と額縁領域Ｂの反射率のどちらが大きいかに注目すると、すなわち反射率の差の絶対値
だけではなく、その正負にまで注目すると、実施例５と実施例３０の違いが明らかになる
。
【０１４２】
実施例５、２９及び３０における、表示領域Ａの反射率、額縁領域Ｂの反射率、及び、そ
の差分を下記表２に示す。なお、反射率及び差分の値は、反射型偏光板１３ａよりも下側
の反射率で規定したものである。
【０１４３】
【表２】

【０１４４】
実施例５では、表示領域Ａの反射率の方が、額縁領域Ｂの反射率よりも大きい。特に液晶
表示装置５ａがローカルディミングバックライトを備えていない場合に、液晶表示装置５
ａの電源がオンの状態で利用者がミラーモードを選択した際、表示領域Ａには液晶表示装
置５ａからの漏れ光が存在するため、表示領域Ａのミラーモードの明るさは、反射率５．
６％という値から予想されるものよりも更に明るくなる。すなわち、液晶表示装置５ａの
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電源がオフの状態でミラーモードを動作させている際には表示領域Ａと額縁領域Ｂの境界
線が視認されにくくなるように表示領域Ａ及び額縁領域Ｂの反射率が設定されていたにも
関わらず、液晶表示装置５ａの電源がオンの状態でミラーモードを動作させている際には
境界線が見えやすくなってしまう。
【０１４５】
これに対し、実施例３０では、表示領域Ａの反射率の方が、額縁領域Ｂの反射率よりも小
さいため、液晶表示装置５ｄの電源がオンの状態で表示領域Ａに存在する漏れ光は、表示
領域Ａと額縁領域Ｂの境界線が視認されにくくなるように働く。すなわち、電源オフと電
源オンの両方の状態で表示領域Ａと額縁領域Ｂの境界線が視認されにくくなるようするこ
とが可能となる。
【０１４６】
液晶表示装置の電源がオンの状態でミラーモードを動作させることを考慮して表示領域Ａ
の反射率を額縁領域Ｂの反射率よりも低くする場合において、表示領域Ａと額縁領域Ｂの
反射率（反射型偏光板よりも下側の反射率で規定）の差分の最適な範囲は、液晶表示装置
の輝度、コントラスト、ミラーディスプレイを利用する環境の照度等の条件に依存する。
一般的な条件では、表示領域Ａの反射率（反射型偏光板よりも下側の反射率で規定）が、
額縁領域Ｂの反射率（反射型偏光板よりも下側の反射率で規定）に対して、０．５％以上
３％以下小さくされていることが好ましい。これにより、電源オフと電源オンの両方の状
態で表示領域Ａと額縁領域Ｂの境界線が視認されにくくなるようすることが可能となる。
【０１４７】
（実施例３１）
実施例３１は、液晶表示装置、ハーフミラー層としての反射型偏光板、及び、反射率調整
部材としての黒アクリル板を備えたミラーディスプレイに関し、実施例２９との違いは、
反射率調整部材として、ＡＧフィルム１８を貼合した黒アクリル板１７に代えて、黒アク
リル板のみを用いたこと、及び、液晶表示装置の最表面に位置する反射防止膜として、Ａ
ＧＬＲフィルム１４ｄに代えて、ＡＧ処理が施されていないＬＲフィルムであるクリアＬ
Ｒフィルムを用いたことである。図３１は、実施例３１のミラーディスプレイの構成を示
す断面模式図である。図３１に示すように、実施例３１のミラーディスプレイは、クリア
偏光板１０ｆの上に、反射率２．５％の反射防止膜（クリアＬＲフィルム）１４ｅを貼合
した。また、液晶パネル１１ａの表示領域と重ならない領域（ミラーディスプレイの額縁
領域Ｂ）には、空気層６ｂを介して、反射率調整部材として、黒アクリル板１７を配置し
た。
【０１４８】
なお、本実施例ではＡＧ処理が施された偏光板をクリア偏光板１０ｆに貼り替えてからそ
の上にクリアＬＲフィルム１４ｅを貼合したが、予めクリアＬＲ処理が施された偏光板に
貼り替えても同じ効果が得られる。また、ＡＧ処理が施された偏光板の上に直接クリアＬ
Ｒフィルムを貼合しても同じ効果が得られる。どの方法を選択するかは、製造コストや製
造工程の都合等で決めればよい。必ずしも、予めクリアＬＲ処理が施された偏光板に貼替
える方法が最良とは限らない。例えば、ミラーディスプレイの生産量が少ない場合、専用
設計の偏光板を貼合した液晶パネルを準備するより、通常の液晶テレビ用の液晶パネルや
液晶表示装置をベースに改造を加えながら製品を仕上げる方が経済性を確保しやすい場合
がある。
【０１４９】
なお、本実施例では黒アクリル板１７を配置したが、液晶表示装置５ｅ側のベゼル８が黒
色のプラスチック樹脂製である場合には、黒アクリル板１７を省略しても同じ効果が得ら
れる。
【０１５０】
本実施例では、反射型偏光板１３ａとして、住友スリーエム社製の多層型反射型偏光板（
商品名：ＤＢＥＦ）を用いた。反射型偏光板１３ａは、透過軸が９０°方位となるように
配した。
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【０１５１】
本実施例のミラーディスプレイにおけるディスプレイモードとミラーモードの動作原理は
実施例１のそれと同様であるので説明を省略する。
【０１５２】
観察者側からハーフミラープレート７ｑに入射する光のうち、０°方位に振動する直線偏
光は、透過軸が９０°方位、すなわち反射軸が０°方位に設定された反射型偏光板１３ａ
で殆ど全てが反射される。これにより、本実施例のミラーディスプレイは、ミラーとして
機能する。一方で、観察者側からハーフミラープレート７ｑに入射する光のうち、９０°
方位に振動する直線偏光は、透過軸が９０°方位に設定された反射型偏光板１３ａを透過
する。この光は、液晶パネル１１ａが配置された表示領域Ａ、それ以外の領域である額縁
領域Ｂのいずれにおいても、その一部が反射型偏光板１３ａと空気層６ａ、６ｂの界面で
反射される。空気層６ａ、６ｂ中に出射した光のうち、表示領域Ａを進む光は、その一部
が空気層６ａとクリアＬＲフィルム１４ｅとの界面で反射され、残りの大部分が液晶表示
装置５ｅ内の吸収型偏光板１０ａ、１０ｆやカラーフィルターで吸収され、残りの一部が
液晶表示装置５ｅの内部反射により反射される。また、額縁領域Ｂを進む光は、空気層６
ｂと黒アクリル板１７との界面で反射され、残りは黒アクリル板１７で吸収される。この
ようにして、表示領域Ａ及び額縁領域Ｂのいずれもほぼ同じ反射率を呈することとなり、
表示領域Ａと額縁領域Ｂの境界線が視認されることはない。
【０１５３】
また、実施例２９と同様に、表示領域Ａと額縁領域Ｂの表面処理をそれぞれ別々の種類に
した本実施例では、額縁領域Ｂに設けた黒アクリル板１７の表面（表面処理なし）の反射
率よりも表示領域Ａに設けたクリアＬＲフィルム１４ｅの反射率の方が低いため、液晶表
示装置５ｅの内部反射が０でないことに起因して生じる表示領域Ａと額縁領域Ｂの反射率
の僅かな差異までも補償することが可能である。このため、表示領域Ａと額縁領域Ｂの境
界線がより一層視認されにくくなる効果が得られる。
【０１５４】
本実施例で用いたクリアＬＲフィルム１４ｅの反射率は２．５％、液晶表示装置５ｅの内
部反射率は１．５％、 黒アクリル板１７の表面反射率は４．１％であったので、反射型
偏光板１３ａより下側（背面側）だけで考えると、表示領域Ａの反射率は（２．５％＋１
．５％＝）４．０％、額縁領域Ｂの反射率は４．１％であり、殆ど同一である。なお、実
施例の評価結果を示した表４中の値から分かるように、表示領域Ａと額縁領域Ｂの反射率
の差は、ガラス板１２と反射型偏光板１３ａ越しに測定すると更に縮まる。
【０１５５】
（実施例３２）
実施例３２は、液晶表示装置、ハーフミラー層としての反射型偏光板、及び、反射率調整
部材としての黒アクリル板を備えたミラーディスプレイに関し、実施例３１との違いは、
表示領域Ａに設けたクリアＬＲフィルム１４ｅの反射率を１．０％としたことである。す
なわち、反射率１．０％の反射防止膜（クリアＬＲフィルム）１４ｅをクリア偏光板１０
ｆの上に貼合した。実施例３１との違いはクリアＬＲフィルム１４ｅの反射率だけである
ので、その構成に関する説明は省略する。
【０１５６】
本実施例のミラーディスプレイにおけるディスプレイモードとミラーモードの動作原理は
実施例３１のそれと同様であるので、共通する部分は説明を省略する。実施例３１と実施
例３２（本実施例）の違いは、実施例２９と実施例３０の違いとほぼ同様であるが、念の
ため説明を加えると、以下の通りである。
【０１５７】
本実施例で用いたクリアＬＲフィルム１４ｅの反射率は１．０％、液晶表示装置５ｅの内
部反射率は１．５％、 黒アクリル板１７の表面反射率は４．１％であったので、反射型
偏光板１３ａより下側（背面側）だけで考えると、表示領域Ａの反射率は（１．０％＋１
．５％＝）２．５％、額縁領域Ｂの反射率は４．１％であり、実施例３１の場合と異なり
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、表示領域Ａの反射率が額縁領域Ｂのそれと比べてやや低めに設定されている。表示領域
Ａと額縁領域Ｂの反射率の差が実施例５のそれと同程度まで拡大しているが、表示領域Ａ
の反射率と額縁領域Ｂの反射率のどちらが大きいかに注目すると、すなわち反射率の差の
絶対値だけではなく、その正負にまで注目すると、実施例５と実施例３２の違いが明らか
になる。
【０１５８】
実施例５、３１及び３２における、表示領域Ａの反射率、額縁領域Ｂの反射率、及び、そ
の差分を下記表３に示す。なお、反射率及び差分の値は、反射型偏光板１３ａよりも下側
の反射率で規定したものである。
【０１５９】
【表３】

【０１６０】
実施例５では、表示領域Ａの反射率の方が、額縁領域Ｂの反射率よりも大きい。特に液晶
表示装置５ａがローカルディミングバックライトを備えていない場合に、液晶表示装置５
ａの電源をオンの状態で利用者がミラーモードを選択した際、表示領域Ａには液晶表示装
置５ａからの漏れ光が存在するため、表示領域Ａのミラーモードの明るさは、反射率５．
６％という値から予想されるものよりも更に明るくなる。すなわち、液晶表示装置５ａの
電源がオフの状態でミラーモードを動作させている際には表示領域Ａと額縁領域Ｂの境界
線が視認されにくくなるように表示領域Ａ及び額縁領域Ｂの反射率が設定されていたにも
関わらず、液晶表示装置５ａの電源がオンの状態でミラーモードを動作させている際には
境界線が見えやすくなってしまう。
【０１６１】
これに対し、実施例３２では、表示領域Ａの反射率の方が、額縁領域Ｂの反射率よりも小
さいため、液晶表示装置５ｅの電源がオンの状態で表示領域Ａに存在する漏れ光は、表示
領域Ａと額縁領域Ｂの境界線が視認されにくくなるように働く。すなわち、電源オフと電
源オンの両方の状態で表示領域Ａと額縁領域Ｂの境界線が視認されにくくなるようするこ
とが可能となる。
【０１６２】
（実施例３３）
実施例３３は、液晶表示装置、ハーフミラー層としての反射型偏光板、及び、反射率調整
部材としての円偏光板及び黒アクリル板を備えたミラーディスプレイに関する。図３２は
、実施例３３のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。図３２に示すように
、実施例３３のミラーディスプレイは、背面側から観察者側に向かって順に、液晶表示装
置５ｆ、空気層６ａ及びハーフミラープレート７ｏを備える。液晶表示装置５ｆとハーフ
ミラープレート７ｏとは、液晶表示装置５ｆの上端及び下端に枠状に取り付けたアルミニ
ウム製の一対のレールに、ハーフミラープレート７ｏの上端及び下端を嵌め込んで固定し
た。空気層６ａは、液晶表示装置５ｆとハーフミラープレート７ｏとの間のわずかな隙間
に形成される空間である。
【０１６３】
液晶表示装置５ｆは、バックライト９ａ、クロスニコル配置された２枚の吸収型偏光板１
０ａ、１０ｂ、液晶パネル１１ａ、ベゼル８を含む、シャープ社製の液晶テレビ（商品名
：ＬＣ－２０Ｆ５）を改造したものを用いた。液晶表示装置５ｆの長辺を基準に反時計回
りに正（＋）と定義したときに、背面側の吸収型偏光板１０ａの透過軸の方位は０°、観
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察者側の吸収型偏光板１０ｂの透過軸の方位は９０°とした。観察者側の吸収型偏光板１
０ｂの表面には、反射防止処理は施されていない。液晶パネル１１ａは、表示モードがＵ
Ｖ２Ａであった。ベゼル８は、黒色のプラスチック樹脂製であった。
【０１６４】
ここで、観察者側の吸収型偏光板１０ｂの更にその観察者側に、λ／４板２２ａをその遅
相軸の方位が１３５°となるように、アクリル系の粘着剤（図示せず）を介して積層した
。λ／４板２２ａとしては、日本ゼオン社製のシクロオレフィン系ポリマーフィルム（商
品名：ゼオノアフィルム）を１軸延伸して、面内位相差を１４０ｎｍに調整したものを使
用した。
【０１６５】
ハーフミラープレート７ｏは、厚さ２．５ｍｍのガラス板１２に反射型偏光板１３ａをア
クリル系の粘着剤（図示せず）を介して積層し、更に反射型偏光板１３ａ上に、吸収型偏
光板１０ｄとλ／４板２２ｂとからなる円偏光板２３ｂを貼合したものであった。そして
、液晶パネル１１ａの表示領域と重ならない領域（ミラーディスプレイの額縁領域Ｂ）に
は、空気層６ｂを介して、反射率調整部材としての黒アクリル板１７を配置した。
【０１６６】
ハーフミラープレート７ｏをミラーとして充分に機能させる観点から、ガラス板１２の観
察面側には反射防止膜を配置していない。なお、ガラス板１２の厚みは、上記した２．５
ｍｍに限定されず、それよりも薄くても厚くてもよい。また、ガラス板１２に代えて、例
えば、アクリル樹脂製の透明板を用いてもよい。
【０１６７】
反射型偏光板１３ａとしては、例えば、多層型反射型偏光板、ナノワイヤーグリッド偏光
板、コレステリック液晶の選択反射を用いた反射型偏光板を用いることができる。本実施
例では、住友スリーエム社製の多層型反射型偏光板（商品名：ＤＢＥＦ）を用いた。反射
型偏光板１３ａは、透過軸が９０°方位となるように配した。吸収型偏光板１０ｄの透過
軸は９０°方位、λ／４板２２ｂの遅相軸は４５°方位であった。すなわち、ハーフミラ
ープレート７ｏ内の円偏光板２３ｂは、液晶表示装置内５ｆの円偏光板２３ｃに対して、
クロスニコルの関係を有する。λ／４板２２ｂとしては、日本ゼオン社製のシクロオレフ
ィン系ポリマーフィルム（商品名：ゼオノアフィルム）を１軸延伸して、面内位相差を１
４０ｎｍに調整したものを使用した。
【０１６８】
本実施例では、液晶表示装置５ｆの観察者側に配置された吸収型偏光板１０ｂの更にその
観察者側に、λ／４板２２ａをその遅相軸が１３５°方位となるように積層してあるので
、ディスプレイモードにおいて、液晶表示装置５ｆから出射される光は左円偏光であるが
、ハーフミラープレート７ｏの最も背面側に遅相軸が４５°方位となるように設けられた
λ／４板２２ｂにより、９０°方位に振動する直線偏光に変換される。このため、透過軸
が９０°方位に設定された吸収型偏光板１０ｄと反射型偏光板１３ａをほとんどロスなく
透過することができる。このようにして、本実施例のミラーディスプレイはハーフミラー
プレート７ｏを配置しているにも関わらず、高輝度の表示ができる。
【０１６９】
そして、ミラーモードにおいて、観察者側からハーフミラープレート７ｏに入射する光の
うち、０°方位に振動する直線偏光は、透過軸が９０°方位、すなわち反射軸が０°方位
に設定された反射型偏光板１３ａで殆ど全てが反射され、ミラーとして機能する。このよ
うな原理で、本実施例のミラーディスプレイはディスプレイモードとミラーモードの両方
で動作させることができる。
【０１７０】
なお、ミラーモードにおいて、観察者側からハーフミラープレート７ｏに入射する外光の
うち、９０°方位に振動する直線偏光は、透過軸が９０°方位に設定された反射型偏光板
１３ａと吸収型偏光板１０ｄを透過するが、遅相軸が４５°方位となるように設けられた
λ／４板２２ｂにより、右円偏光として空気層６ａ、６ｂに出射し、空気層６ａ、６ｂと
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の界面、黒アクリル板１７、ベゼル８、λ／４板２２ａの表面で反射された成分は左円偏
光として再び円偏光板２３ｂに戻るが、そこで吸収される。すなわち、円偏光板２３ｂの
反射防止効果により、表示領域Ａ及び額縁領域Ｂのいずれにおいてもハーフミラープレー
ト７ｏから、それよりも背面側に出射した光は、空気層６ａ、６ｂを透過した後、黒アク
リル板１７、ベゼル８、λ／４板２２ａの表面に到達して反射されても、反射光として観
察者に実質的に視認されることはない。このようにして、表示領域Ａ及び額縁領域Ｂのい
ずれもほぼ同じ反射率を呈することとなり、表示領域Ａと額縁領域Ｂの境界線が視認され
ることはない。
【０１７１】
なお、ハーフミラープレート７ｏからそれよりも背面側に出射した光は、額縁領域Ｂにお
いては黒アクリル板１７の表面で一部が反射され、残りは黒アクリル板１７で吸収される
が、表示領域Ａにおいてはλ／４板２２ａの表面で一部が反射され、残りはλ／４板２２
ａの効果で９０°方位に振動する直線偏光に変換された後、透過軸が９０°方位に設定さ
れた吸収型偏光板１０ｂを透過し、大部分が液晶表示装置５ｆの吸収型偏光板１０ｂやカ
ラーフィルターで吸収され、残る一部が液晶表示装置５ｆの内部反射により再度反射され
る。このため、表示領域Ａは液晶表示装置５ｆの内部反射分だけ額縁領域Ｂよりも僅かに
反射率が高い。これへの対策としては、表示領域Ａの反射率を低減させるのではなく、額
縁領域Ｂの反射率を増大させる方法が有効である。例えば、黒アクリル板１７の上に反射
増大膜を設ける方法、ハーフミラープレート７ｏ側のλ／４板２２ｂを表示領域Ａに設け
、額縁領域Ｂには設けない方法等が挙げられる。
【０１７２】
（実施例３４）
実施例３４は、液晶表示装置、ハーフミラー層としての反射型偏光板、及び、反射率調整
部材としてのλ／４板及び黒アクリル板を備えたミラーディスプレイに関し、実施例３３
との違いは、ハーフミラープレート７ｏ側に設けられた吸収型偏光板１０ｄを省略し、ハ
ーフミラー層としての反射型偏光板と反射率調整部材としてのλ／４板の組み合わせによ
って円偏光板を構成したことである。図３３は、実施例３４のミラーディスプレイの構成
を示す断面模式図である。図３３に示すように、実施例３４のミラーディスプレイは、背
面側から観察者側に向かって順に、液晶表示装置５ｆ、空気層６ａ及びハーフミラープレ
ート７ｒを備え、ハーフミラープレート７ｒは、ガラス板１２に反射型偏光板１３ａをア
クリル系の粘着剤（図示せず）を介して積層し、更に反射型偏光板１３ａ上にλ／４板２
２ｂを貼合したものであった。
【０１７３】
一般に反射型偏光板の偏光度は吸収型偏光板のそれに比べて低いため、液晶表示装置５ｆ
側の吸収型偏光板１０ｂを省略すると、ディスプレイモードにおけるコントラストが低下
するおそれがある。しかしながら、実施例３３において、ハーフミラープレート７ｏ側に
設けた吸収型偏光板１０ｄは、ハーフミラープレート７ｏから、それよりも背面側に出射
する光の円偏光度を高めるために設けられたものであるので、それを省略して反射型偏光
板１３ａとλ／４板２２ｂだけでハーフミラープレート７ｒ内に円偏光板２３ｄを構成し
ても、ディスプレイモードのコントラストには影響しない。反射型偏光板１３ａの偏光度
が充分でない場合には前記の円偏光度が低下することになるが、実施例３３で説明した円
偏光板２３ｂの反射防止効果が若干損なわれ、ミラーモードにおける表示領域Ａと額縁領
域Ｂの反射率が共に同程度上昇するだけである。したがって、表示領域Ａと額縁領域Ｂの
境界線を視認されにくくするという、本発明の効果は変わりなく得られる。
【０１７４】
本実施例のミラーディスプレイにおけるディスプレイモードとミラーモードの動作原理は
実施例３３のそれと同様であるので説明を省略する。
【０１７５】
（実施例３５）
実施例３５は、液晶表示装置、ハーフミラー層としての反射型偏光板、及び、反射率調整
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部材としてのグラデーションフィルタ及び黒アクリル板を備えたミラーディスプレイに関
し、実施例３１との違いは、反射率調整部材として、黒アクリル板１７に加えて、グラデ
ーションフィルタを用いたことである。図３４は、実施例３５のミラーディスプレイの構
成を示す断面模式図である。図３４に示すように、実施例３５のミラーディスプレイは、
背面側から観察者側に向かって順に、液晶表示装置５ｅ、空気層６ａ及びハーフミラープ
レート７ｓを備え、ハーフミラープレート７ｓは、液晶パネル１１ａの表示領域と重なら
ない領域（ミラーディスプレイの額縁領域Ｂ）に、空気層６ｂを介して、反射率調整部材
として、グラデーションフィルタ３０及び黒アクリル板１７を配置した。すなわち、反射
型偏光板１３ａの背面側に、空気層６ｂを介してグラデーションフィルタ３０が配置され
、更にグラデーションフィルタ３０の背面側に、空気層を介して黒アクリル板１７が配置
された。
【０１７６】
グラデーションフィルタとは、光透過率がある区間内で連続的に変化するように調整され
た光学フィルタのことである。本実施例のグラデーションフィルタ３０は、額縁領域Ｂ側
から表示領域Ａ側に向かって透過率が連続的に増大するように構成されており、グラデー
ションフィルタ３０の端部はミラーディスプレイの表示領域Ａの端部と重なり合っている
。図３５は、実施例３５で用いられたグラデーションフィルタの光透過率を図３４中の位
置に関係付けて示したグラフである。図３５に示したように、位置（ａ）から位置（ｂ）
までの区間では透過率がほぼ０％、位置（ｂ）から位置（ｃ）にかけて透過率が連続的に
増大し、位置（ｃ）で透過率が約９２％になるように調整してある。
【０１７７】
グラデーションフィルタ３０は、厚み１００μｍの透明ＰＥＴフィルムに、上記のような
グラデーションパターンを印刷して作製された。
【０１７８】
なお、本実施例ではグラデーションフィルタ３０を黒アクリル板１７の上方に空気層を介
して配置したが、黒アクリル板１７上に粘着剤や接着剤を介して貼り合せるように配置し
たり、黒アクリル板１７を省略しても同じ効果が得られる。
【０１７９】
本実施例のミラーディスプレイにおけるディスプレイモードとミラーモードの動作原理は
実施例３１と同様であるので重複する部分は説明を省略する。
【０１８０】
実施例３１の構成では、グラデーションフィルタ３０がない状態で、表示領域Ａと額縁領
域Ｂの境界線が視認されにくいように表示領域Ａと額縁領域Ｂの反射率を設定していたが
、特に液晶表示装置５ｅがローカルディミングバックライトを備えていない場合には、液
晶表示装置５ｅの電源をオンの状態で利用者がミラーモードを選択した際、表示領域Ａに
は液晶表示装置５ｅからの漏れ光が存在するため、表示領域Ａのミラーモードの明るさは
、反射率５．６％という値から予想されるものよりも更に明るくなる。すなわち、液晶表
示装置５ｅの電源がオフの状態でミラーモードを動作させている際には表示領域Ａと額縁
領域Ｂの境界線が視認されにくくなるように表示領域Ａ及び額縁領域Ｂの反射率が設定さ
れていたにも関わらず、液晶表示装置５ｅの電源がオンの状態でミラーモードを動作させ
ている際には境界線が見えやすくなってしまう。それに対し、本実施例の構成では、表示
領域Ａと額縁領域Ｂの境界線をぼかす効果のあるグラデーションフィルタ３０が設けられ
ているので、明確な境界線が視認されることはない。本実施例では、透過率が変化する区
間の長さに相当する位置（ｂ）と位置（ｃ）の間隔を５０ｍｍに設定した。その最適値は
液晶表示装置の画面サイズ等により異なるが、一般に１０ｍｍ以上が好ましく、３０ｍｍ
以上であることがより好ましく、５０ｍｍ以上であることが更に好ましい。
【０１８１】
（実施例３６）
実施例３６は、液晶表示装置、ハーフミラー層としての反射型偏光板、及び、反射率調整
部材としてのグラデーションフィルタを備えたミラーディスプレイに関し、実施例３５と
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の違いは、（１）グラデーションフィルタの大きさと光透過率パターンを変更し、額縁領
域Ｂだけでなく表示領域Ａの全てを覆うようにしたこと、（２）グラデーションフィルタ
を反射型偏光板にアクリル系の粘着剤を用いて積層したこと、（３）グラデーションフィ
ルタの背面側にアクリル系の粘着剤を用いて反射防止膜としてモスアイ構造を有するフィ
ルムを積層したこと、（４）黒アクリル板を省略したこと、（５）液晶表示装置の反射防
止膜の種類をクリアＬＲフィルムからモスアイ構造を有するフィルムに変更したこと、で
ある。
【０１８２】
図３６は、実施例３６のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。図３６に示
すように、実施例３６のミラーディスプレイは、背面側から観察者側に向かって順に、液
晶表示装置５ｇ、空気層６ａ及びハーフミラープレート７ｔを備え、液晶表示装置５ｇは
、吸収型偏光板１０ｂの上に反射防止膜（モスアイ構造を有するフィルム）１４ｆが貼合
されており、ハーフミラープレート７ｔは、反射型偏光板１３ａの背面側の全面に粘着剤
（図示せず）を介してグラデーションフィルタ３０が配置され、更にグラデーションフィ
ルタ３０の背面側の全面に粘着剤（図示せず）を介して反射防止膜（モスアイ構造を有す
るフィルム）１４ｆが配置された。
【０１８３】
図３７は、実施例３６で用いられたグラデーションフィルタの光透過率を図３６中の位置
に関係付けて示したグラフである。図３７に示したように、本実施例では、位置（ａ）か
ら位置（ｂ）までの区間では透過率がほぼ０％、位置（ｂ）から位置（ｃ）にかけて透過
率が連続的に増大し、位置（ｃ）で透過率が約９２％に到達し、位置（ｃ）から位置（ｄ
）までの区間では透過率が約９２％で一定であり、位置（ｄ）から位置（ｅ）にかけて透
過率が連続的に減少し、位置（ｅ）でほぼ０％に到達し、位置（ｅ）から位置（ｆ）まで
の区間では透過率がほぼ０％で一定となるように調整してある。
【０１８４】
グラデーションフィルタ３０は、実施例３５と同様に、厚み１００μｍの透明ＰＥＴフィ
ルムに、上記のようなグラデーションパターンを印刷して作製された。
【０１８５】
実施例３５では、表示領域Ａと額縁領域Ｂの境界線をぼかす効果のあるグラデーションフ
ィルタ３０を設けているので、液晶表示装置５ｅの電源をオンの状態で利用者がミラーモ
ードを選択した際、明確な境界線が視認されることはなかったが、液晶表示装置５ｅを斜
め方向から観察した場合には、グラデーションフィルタ３０の表示領域Ａ側の端面（すな
わち、位置（ｃ）におけるグラデーションフィルタの断面）で生じる乱反射等の影響によ
り境界線が視認されることがあった。それと比べ、本実施例では位置（ｃ）から位置（ｄ
）までの区間にもグラデーションフィルタ３０の透明な領域が存在するため、グラデーシ
ョンフィルタ３０の断面が視認されることがなく、表示領域Ａと額縁領域Ｂの境界線をよ
り一層視認されにくくする効果がある。
【０１８６】
なお、上記した効果は、上記「（１）グラデーションフィルタの大きさと光透過率パター
ンを変更し、額縁領域Ｂだけでなく表示領域Ａの全てを覆うようにしたこと」のみを適用
した図３８に示す構成によっても達成できる。図３８は、実施例３６のミラーディスプレ
イの構成の変形例を示す断面模式図であり、実施例３５のものとは異なるハーフミラープ
レート７ｕを備える。図３８に示す構成では、表示領域Ａに空気層で挟まれた透明なフィ
ルタ（グラデーションフィルタ３０の透明な領域）が存在するので、それによって８％の
界面反射（４％の界面反射が２箇所）が発生する。この界面反射の増加は、表示領域Ａと
額縁領域Ｂの反射率の差を拡大させたり、表示領域Ａの透過率、すなわちディスプレイモ
ードの透過率を低下させることになる。
【０１８７】
一方、本実施例では、図３８に示す変形例の構成が更に改良され、界面反射の増加に対す
る手当てがされている。すなわち、上記のとおり、「（２）グラデーションフィルタを反
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射型偏光板にアクリル系の粘着剤を用いて積層したこと」、「（３）グラデーションフィ
ルタの背面側にアクリル系の粘着剤を用いて反射防止膜としてモスアイ構造を有するフィ
ルムを積層したこと」、「（４）黒アクリル板を省略したこと」、及び、「（５）液晶表
示装置の反射防止膜の種類をクリアＬＲフィルムからモスアイ構造を有するフィルムに変
更したこと」によって、ディスプレイモードの透過率の低下が防止されている。
【０１８８】
［実施例２９～３６のミラーディスプレイの評価結果］
実施例２９～３６のミラーディスプレイについて、（１）ディスプレイモードにおける透
過率、（２）ミラーモードにおける表示領域Ａの反射率、（３）ミラーモードにおける額
縁領域Ｂの反射率、（４）ミラーモードにおける表示領域Ａの反射率と額縁領域Ｂの反射
率の差を下記表４にまとめた。
【０１８９】
ここで、ディスプレイモードの透過率は、ミラーディスプレイを白表示させたときの画面
輝度を暗室で測定し、各実施例で共通に利用した液晶表示装置（シャープ社製、商品名：
ＬＣ－２０Ｆ５）の白表示輝度を１００％とする規格化を行って算出した。測定器はトプ
コン社製の輝度計（商品名：ＢＭ－５Ａ）を使用した。
【０１９０】
また、ミラーモードの反射率は、液晶表示装置が黒表示（電源オフ状態）をしたときの反
射率のことであり、測定器はコニカミノルタ社製の卓上型分光測色計（商品名：ＣＭ－２
６００ｄ、測定波長範囲：３６０ｎｍ～７４０ｎｍ、積分球方式）を使用した。反射測定
モードは、ＳＣＩ（Specular Component Included）モードであった。ＳＣＩモードでは
、拡散反射光と正反射光の両方を測定し、正反射光を含む反射率が測定される。
【０１９１】
【表４】

【０１９２】
主観評価の結果、実施例２９～３６のミラーディスプレイはいずれも、ディスプレイモー
ドにおいて充分な画面輝度を呈し、ディスプレイ性能が充分であると評価された。また、
実施例２９～３６のミラーディスプレイはいずれも、表示領域Ａと額縁領域Ｂの境界が視
認されず、デザイン性に特に優れていた。そして、実施例２９～３６のミラーディスプレ
イはいずれも、ミラーとしての実用性はあると評価された。
【０１９３】
以上のように、実施例２９～３６のミラーディスプレイによれば、ディスプレイ性能を犠
牲にすることなく、ミラーモードを提供できる。また、ミラーモード時にも、表示領域Ａ
と額縁領域Ｂの境界線が視認されることなく、デザイン性能の高い表示装置を提供できる
。
【０１９４】
また、実施例２９～３６では、ハーフミラー層及び反射率調整部材は、ベゼル８が配置さ



(36) JP 6122450 B2 2017.4.26

10

20

30

40

50

れている領域（額縁領域Ｂ）と一致するように配置されていたが、実施例２１～２６のよ
うに、額縁領域Ｂよりも外側のベゼル８が配置されていない領域まで配置されていてもよ
い。更に、実施例２９～３６のミラーディスプレイは、実施例２７及び２８の電子機器に
おいて、ミラーディスプレイ４ａ又は４ａ’の代わりに用いることができる。
【０１９５】
＜表示領域Ａと額縁領域Ｂの反射率を一致させること以外に特徴がある形態＞
上述した実施例１～３６のミラーディスプレイ及び電子機器は、反射率調整部材によって
、表示領域Ａと額縁領域Ｂの境界線が視認されないようにしたことに特徴を有するが、実
施例１２～１５、１７～２０、２８には、上記特徴以外にも従来のミラーディスプレイ及
び電子機器にはなかった新規な特徴が開示されている。具体的には、実施例１２～１５（
図１３～１６）のミラーディスプレイは、互いの透過軸が交差する２枚の反射型偏光板（
第一の反射型偏光板１３ａ及び第二の反射型偏光板１３ｂ）を用いることによって、高い
反射率を呈する高性能なミラーモードを実現している。実施例１７、１８（図１８、１９
）のミラーディスプレイは、反射型偏光板１３ａとスイッチング用液晶パネル１１ｂと吸
収型偏光板１０ｅ又は１０ｄとを併用することによって、ディスプレイモードとミラーモ
ードの両方で良好な性能を実現している。実施例１９、２０（図２０、２１）のミラーデ
ィスプレイは、反射型偏光板１３ａとスイッチング用液晶パネル１１ｂと反射型偏光板１
３ｆ又は１３ｇとを併用することによって、ディスプレイモードとミラーモードの両方で
良好な性能を実現している。実施例２８の電子機器は、ローカルディミングバックライト
９ｂを用いることによって、液晶表示装置５ａからの漏れ光がミラー領域のミラー性能を
劣化させることを防止でき、例えば、同時刻、同一面内で、ある領域はミラーモード、そ
の他の領域はディスプレイモードとして動作させる機能を提供する場合に好適に用いるこ
とができるものである。以下では、表示領域Ａと額縁領域Ｂの反射率を一致させること以
外に特徴がある形態の具体例を説明する。これらの形態は、例えば、表示領域とミラー領
域の大きさ及び位置が同じであるミラーディスプレイにおいて好適である。
【０１９６】
（実施例３７）
実施例３７は、ハーフミラープレートに、９０°方位に透過軸を有する第一の反射型偏光
板及び７８°方位に透過軸を有する第二の反射型偏光板を設けたミラーディスプレイに関
し、実施例１２との違いは、ハーフミラープレートを表示領域Ａのみに設け、額縁領域Ｂ
に設けていないこと、及び、反射防止膜１４ａと黒テープ１５を設けていないことである
。
【０１９７】
図４０は、実施例３７のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。図４０に示
すように、実施例３７のハーフミラープレート７０Ｋは、背面側から観察者側に向かって
順に、第一の反射型偏光板（透過軸の方位：９０°）１３ａ、第二の反射型偏光板（透過
軸の方位：７８°）１３ｂ、及び、ガラス板１２を備える。各部材は、アクリル系の粘着
剤（図示せず）を介して貼合した。なお、図４０には、額縁部材としてのベゼル８が図示
されているが、本実施例では額縁部材は設けられてもよいし、設けられなくてもよい。
【０１９８】
本実施例のミラーディスプレイにおけるディスプレイモードとミラーモードの動作原理は
、ハーフミラープレートによる額縁領域Ｂの反射率の調整がされないこと、及び、表示領
域Ａにおいて反射防止膜１４ａによる反射率の調整がされないことを除いて、実施例１２
のそれと同様である。本実施例においては、互いの透過軸が交差する２枚の反射型偏光板
（第一の反射型偏光板１３ａ及び第二の反射型偏光板１３ｂ）を用いることによって、高
い反射率を実現できる。したがって、ミラーモードの品位を高めることができ、具体的に
は、ミラーモードにおいて、表１に記載された実施例１２の表示領域Ａの反射率（５７．
４％）と同等の反射率を実現できる。
【０１９９】
（実施例３８）
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実施例３８は、ハーフミラープレートに、９０°方位に透過軸を有する第一の反射型偏光
板及び７８°方位に透過軸を有する第二の反射型偏光板を設けたミラーディスプレイに関
し、実施例３７との違いは、ハーフミラープレートにガラス板１２を設けず、ハーフミラ
ープレートを液晶表示装置５ａに積層したことである。表示領域とミラー領域の大きさ及
び位置が同じであるミラーディスプレイにおいては、ハーフミラープレートにガラス板の
ような支持部材を設けずに、ハーフミラープレートと表示装置とを一体化してもよい。
【０２００】
図４１は、実施例３８のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。図４１に示
すように、実施例３８のハーフミラープレート７１Ｋは、背面側から観察者側に向かって
順に、第一の反射型偏光板（透過軸の方位：９０°）１３ａ、及び、第二の反射型偏光板
（透過軸の方位：７８°）１３ｂを備える。そして、第一の反射型偏光板１３ａの背面は
、液晶表示装置５ａの吸収型偏光板１０ｂと接している。各部材は、アクリル系の粘着剤
（図示せず）を介して貼合した。なお、図４１には、額縁部材としてのベゼル８が図示さ
れているが、本実施例では額縁部材は設けられてもよいし、設けられなくてもよい。
【０２０１】
本実施例のミラーディスプレイにおけるディスプレイモードとミラーモードの動作原理は
、実施例３７のそれと実質的に同じであり、互いの透過軸が交差する２枚の反射型偏光板
（第一の反射型偏光板１３ａ及び第二の反射型偏光板１３ｂ）を用いることによって、高
い反射率を実現できる。したがって、ミラーモードの品位を高めることができ、具体的に
は、ミラーモードにおいて、表１に記載された実施例１２の表示領域Ａの反射率（５７．
４％）と同等の反射率を実現できる。
【０２０２】
（実施例３９）
実施例３９は、ハーフミラープレートに、９０°方位に透過軸を有する第一の反射型偏光
板及び６０°方位に透過軸を有する第二の反射型偏光板を設けたミラーディスプレイに関
し、実施例１３との違いは、ハーフミラープレートを表示領域Ａのみに設け、額縁領域Ｂ
に設けていないこと、及び、反射防止膜１４ａと黒テープ１５を設けていないことである
。
【０２０３】
図４２は、実施例３９のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。図４２に示
すように、実施例３９のハーフミラープレート７０Ｌは、背面側から観察者側に向かって
順に、第一の反射型偏光板（透過軸の方位：９０°）１３ａ、第二の反射型偏光板（透過
軸の方位：６０°）１３ｃ、及び、ガラス板１２を備える。各部材は、アクリル系の粘着
剤（図示せず）を介して貼合した。なお、図４２には、額縁部材としてのベゼル８が図示
されているが、本実施例では額縁部材は設けられてもよいし、設けられなくてもよい。
【０２０４】
本実施例のミラーディスプレイにおけるディスプレイモードとミラーモードの動作原理は
、ハーフミラープレートによる額縁領域Ｂの反射率の調整がされないこと、及び、表示領
域Ａにおいて反射防止膜１４ａによる反射率の調整がされないことを除いて、実施例１３
のそれと同様である。本実施例においては、互いの透過軸が交差する２枚の反射型偏光板
（第一の反射型偏光板１３ａ及び第二の反射型偏光板１３ｃ）を用いることによって、高
い反射率を実現できる。したがって、ミラーモードの品位を高めることができ、具体的に
は、ミラーモードにおいて、表１に記載された実施例１３の表示領域Ａの反射率（６２．
１％）と同等の反射率を実現できる。
【０２０５】
（実施例４０）
実施例４０は、ハーフミラープレートに、９０°方位に透過軸を有する第一の反射型偏光
板及び６０°方位に透過軸を有する第二の反射型偏光板を設けたミラーディスプレイに関
し、実施例３９との違いは、ハーフミラープレートにガラス板１２を設けず、ハーフミラ
ープレートを液晶表示装置５ａに積層したことである。表示領域とミラー領域の大きさ及
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び位置が同じであるミラーディスプレイにおいては、ハーフミラープレートにガラス板の
ような支持部材を設けずに、ハーフミラープレートと表示装置とを一体化してもよい。
【０２０６】
図４３は、実施例４０のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。図４３に示
すように、実施例４０のハーフミラープレート７１Ｌは、背面側から観察者側に向かって
順に、第一の反射型偏光板（透過軸の方位：９０°）１３ａ、及び、第二の反射型偏光板
（透過軸の方位：６０°）１３ｃを備える。そして、第一の反射型偏光板１３ａの背面は
、液晶表示装置の吸収型偏光板１０ｂと接している。各部材は、アクリル系の粘着剤（図
示せず）を介して貼合した。なお、図４３には、額縁部材としてのベゼル８が図示されて
いるが、本実施例では額縁部材は設けられてもよいし、設けられなくてもよい。
【０２０７】
本実施例のミラーディスプレイにおけるディスプレイモードとミラーモードの動作原理は
、実施例３９のそれと実質的に同じであり、互いの透過軸が交差する２枚の反射型偏光板
（第一の反射型偏光板１３ａ及び第二の反射型偏光板１３ｃ）を用いることによって、高
い反射率を実現できる。したがって、ミラーモードの品位を高めることができ、具体的に
は、ミラーモードにおいて、表１に記載された実施例１３の表示領域Ａの反射率（６２．
１％）と同等の反射率を実現できる。
【０２０８】
（実施例４１）
実施例４１は、ハーフミラープレートに、９０°方位に透過軸を有する第一の反射型偏光
板及び５２°方位に透過軸を有する第二の反射型偏光板を設けたミラーディスプレイに関
し、実施例１４との違いは、ハーフミラープレートを表示領域Ａのみに設け、額縁領域Ｂ
に設けていないこと、及び、反射防止膜１４ａと黒テープ１５を設けていないことである
。
【０２０９】
図４４は、実施例４１のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。図４４に示
すように、実施例４１のハーフミラープレート７０Ｍは、背面側から観察者側に向かって
順に、第一の反射型偏光板（透過軸の方位：９０°）１３ａ、第二の反射型偏光板（透過
軸の方位：５２°）１３ｄ、及び、ガラス板１２を備える。各部材は、アクリル系の粘着
剤（図示せず）を介して貼合した。なお、図４４には、額縁部材としてのベゼル８が図示
されているが、本実施例では額縁部材は設けられてもよいし、設けられなくてもよい。
【０２１０】
本実施例のミラーディスプレイにおけるディスプレイモードとミラーモードの動作原理は
、ハーフミラープレートによる額縁領域Ｂの反射率の調整がされないこと、及び、表示領
域Ａにおいて反射防止膜１４ａによる反射率の調整がされないことを除いて、実施例１４
のそれと同様である。本実施例においては、互いの透過軸が交差する２枚の反射型偏光板
（第一の反射型偏光板１３ａ及び第二の反射型偏光板１３ｄ）を用いることによって、高
い反射率を実現できる。したがって、ミラーモードの品位を高めることができ、具体的に
は、ミラーモードにおいて、表１に記載された実施例１４の表示領域Ａの反射率（６５．
３％）と同等の反射率を実現できる。
【０２１１】
（実施例４２）
実施例４２は、ハーフミラープレートに、９０°方位に透過軸を有する第一の反射型偏光
板及び５２°方位に透過軸を有する第二の反射型偏光板を設けたミラーディスプレイに関
し、実施例４１との違いは、ハーフミラープレートにガラス板１２を設けず、ハーフミラ
ープレートを液晶表示装置５ａに積層したことである。表示領域とミラー領域の大きさ及
び位置が同じであるミラーディスプレイにおいては、ハーフミラープレートにガラス板の
ような支持部材を設けずに、ハーフミラープレートと表示装置とを一体化してもよい。
【０２１２】
図４５は、実施例４２のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。図４５に示
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すように、実施例４２のハーフミラープレート７１Ｍは、背面側から観察者側に向かって
順に、第一の反射型偏光板（透過軸の方位：９０°）１３ａ、及び、第二の反射型偏光板
（透過軸の方位：４５°）１３ｄを備える。そして、第一の反射型偏光板１３ａの背面は
、液晶表示装置５ａの吸収型偏光板１０ｂと接している。各部材は、アクリル系の粘着剤
（図示せず）を介して貼合した。なお、図４５には、額縁部材としてのベゼル８が図示さ
れているが、本実施例では額縁部材は設けられてもよいし、設けられなくてもよい。
【０２１３】
本実施例のミラーディスプレイにおけるディスプレイモードとミラーモードの動作原理は
、実施例４１のそれと実質的に同じであり、互いの透過軸が交差する２枚の反射型偏光板
（第一の反射型偏光板１３ａ及び第二の反射型偏光板１３ｄ）を用いることによって、高
い反射率を実現できる。したがって、ミラーモードの品位を高めることができ、具体的に
は、ミラーモードにおいて、表１に記載された実施例１４の表示領域Ａの反射率（６５．
３％）と同等の反射率を実現できる。
【０２１４】
（実施例４３）
実施例４３は、ハーフミラープレートに、９０°方位に透過軸を有する第一の反射型偏光
板及び４５°方位に透過軸を有する第二の反射型偏光板を設けたミラーディスプレイに関
し、実施例１５との違いは、ハーフミラープレートを表示領域Ａのみに設け、額縁領域Ｂ
に設けていないこと、及び、反射防止膜１４ａと黒テープ１５を設けていないことである
。
【０２１５】
図４６は、実施例４３のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。図４６に示
すように、実施例４３のハーフミラープレート７０Ｎは、背面側から観察者側に向かって
順に、第一の反射型偏光板（透過軸の方位：９０°）１３ａ、第二の反射型偏光板（透過
軸の方位：４５°）１３ｅ、及び、ガラス板１２を備える。各部材は、アクリル系の粘着
剤（図示せず）を介して貼合した。なお、図４６には、額縁部材としてのベゼル８が図示
されているが、本実施例では額縁部材は設けられてもよいし、設けられなくてもよい。
【０２１６】
本実施例のミラーディスプレイにおけるディスプレイモードとミラーモードの動作原理は
、ハーフミラープレートによる額縁領域Ｂの反射率の調整がされないこと、及び、表示領
域Ａにおいて反射防止膜１４ａによる反射率の調整がされないことを除いて、実施例１５
のそれと同様である。本実施例においては、互いの透過軸が交差する２枚の反射型偏光板
（第一の反射型偏光板１３ａ及び第二の反射型偏光板１３ｅ）を用いることによって、高
い反射率を実現できる。したがって、ミラーモードの品位を高めることができ、具体的に
は、ミラーモードにおいて、表１に記載された実施例１５の表示領域Ａの反射率（７０．
０％）と同等の反射率を実現できる。
【０２１７】
（実施例４４）
実施例４４は、ハーフミラープレートに、９０°方位に透過軸を有する第一の反射型偏光
板及び４５°方位に透過軸を有する第二の反射型偏光板を設けたミラーディスプレイに関
し、実施例４３との違いは、ハーフミラープレートにガラス板１２を設けず、ハーフミラ
ープレートを液晶表示装置５ａに積層したことである。表示領域とミラー領域の大きさ及
び位置が同じであるミラーディスプレイにおいては、ハーフミラープレートにガラス板の
ような支持部材を設けずに、ハーフミラープレートと表示装置とを一体化してもよい。
【０２１８】
図４７は、実施例４４のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。図４７に示
すように、実施例４４のハーフミラープレート７１Ｎは、背面側から観察者側に向かって
順に、第一の反射型偏光板（透過軸の方位：９０°）１３ａ、及び、第二の反射型偏光板
（透過軸の方位：４５°）１３ｅを備える。そして、第一の反射型偏光板１３ａの背面は
、液晶表示装置５ａの吸収型偏光板１０ｂと接している。各部材は、アクリル系の粘着剤
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（図示せず）を介して貼合した。なお、図４７には、額縁部材としてのベゼル８が図示さ
れているが、本実施例では額縁部材は設けられてもよいし、設けられなくてもよい。
【０２１９】
本実施例のミラーディスプレイにおけるディスプレイモードとミラーモードの動作原理は
、実施例４３のそれと実質的に同じであり、互いの透過軸が交差する２枚の反射型偏光板
（第一の反射型偏光板１３ａ及び第二の反射型偏光板１３ｅ）を用いることによって、高
い反射率を実現できる。したがって、ミラーモードの品位を高めることができ、具体的に
は、ミラーモードにおいて、表１に記載された実施例１５の表示領域Ａの反射率（７０．
０％）と同等の反射率を実現できる。
【０２２０】
［実施例３７～４４のまとめ］
実施例３７～４４において具体例を示して説明したように、下記のミラーディスプレイ（
Ａ）によれば、高い反射率を呈する高性能なミラーモードを実現できる。すなわち、ミラ
ーディスプレイ（Ａ）は、ハーフミラープレートと、上記ハーフミラープレートの裏側に
配置された表示装置と、を有するミラーディスプレイであって、上記ハーフミラープレー
トは、互いの透過軸が交差する第一及び第二の反射型偏光板を含むものである。
【０２２１】
上記第一及び第二の反射型偏光板の透過軸がなす角度は、１２°以上であることが好まし
く、４５°以下であることが好ましい。第一の反射型偏光板の透過軸に対する第二の反射
型偏光板の透過軸の角度が大きくなると、反射率が向上し、透過率が低下する傾向にある
。第一の反射型偏光板の透過軸に対する第二の反射型偏光板の透過軸の角度を大きくした
ときに４５°まで達すると、ミラーモードの反射率は充分に高くなり、観察者の感覚的に
、ミラーディスプレイではない普通のミラーと遜色ない反射性能が達成される。
【０２２２】
上記ハーフミラープレートは、表示装置から離れた位置に独立して設けられてもよいし、
表示装置と接して設けられてもよい。表示装置から離れた位置に独立して設けられる場合
には、上記ハーフミラープレートは、更に、支持部材を含むものであってもよい。
【０２２３】
上記表示装置は、上記ハーフミラープレートの側から順に、第一の偏光板、液晶層、第二
の偏光板を有する液晶パネルであってもよい。この場合、上記第一及び第二の反射型偏光
板のうちのいずれか一つは、上記第一の偏光板の透過軸に対して実質的に平行な透過軸を
有するものであることが好ましい。なお、上記表示装置の種類は特に限定されず、例えば
、有機エレクトロルミネッセンス表示装置（ＯＥＬＤ）であってもよいし、プラズマディ
スプレイであってもよい。また、立体（３Ｄ）映像を観察することができる、いわゆる３
Ｄ対応ディスプレイであってもよい。
【０２２４】
（実施例４５）
実施例４５は、ハーフミラープレートに、吸収型偏光板、スイッチング用液晶パネル及び
反射型偏光板を設けたミラーディスプレイに関し、実施例１７との違いは、ハーフミラー
プレートを表示領域Ａのみに設け、額縁領域Ｂに設けていないこと、及び、反射防止膜１
４ａと黒テープ１５を設けていないことである。
【０２２５】
図４８は、実施例４５のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。図４８に示
すように、実施例４５のハーフミラープレート７０Ｐ、背面側から観察者側に向かって順
に、透過軸を９０°方位に設定した反射型偏光板１３ａ、スイッチング用液晶パネル１１
ｂ、及び、透過軸を０°方位に設定した吸収型偏光板１０ｅを備える。スイッチング用液
晶パネル１１ｂは、ディスプレイモードで電圧印加状態とされ、ミラーモードで電圧無印
加状態とされる。各部材は、アクリル系の粘着剤（図示せず）を介して貼合した。なお、
図４８には、額縁部材としてのベゼル８が図示されているが、本実施例では額縁部材は設
けられてもよいし、設けられなくてもよい。
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【０２２６】
本実施例のミラーディスプレイにおけるディスプレイモードとミラーモードの動作原理は
、ハーフミラープレートによる額縁領域Ｂの反射率の調整がされないこと、及び、表示領
域Ａにおいて反射防止膜１４ａによる反射率の調整がされないことを除いて、実施例１７
のそれと同様である。本実施例においては、反射型偏光板１３ａとスイッチング用液晶パ
ネル１１ｂと吸収型偏光板１０ｅとを併用することによって、ディスプレイモードとミラ
ーモードの両方で良好な性能を実現できる。特に、観察者側からミラーディスプレイに入
射する光がハーフミラープレート７０Ｐで反射されて不要な反射光となることが抑制され
ているので、ディスプレイモードにおいて高いコントラスト比が得られるという利点があ
る。
【０２２７】
（実施例４６）
実施例４６は、ハーフミラープレートに、吸収型偏光板、スイッチング用液晶パネル及び
反射型偏光板を設けたミラーディスプレイに関し、実施例４５との違いは、反射型偏光板
１３ａをハーフミラープレートに設けず、液晶表示装置５ａに積層したことである。
【０２２８】
図４９は、実施例４６のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。図４９に示
すように、実施例４６のハーフミラープレート７１Ｐは、背面側から観察者側に向かって
順に、スイッチング用液晶パネル１１ｂ、及び、透過軸を０°方位に設定した吸収型偏光
板１０ｅを備える。そして、反射型偏光板１３ａは、液晶表示装置の吸収型偏光板１０ｂ
上に積層されている。各部材は、アクリル系の粘着剤（図示せず）を介して貼合した。な
お、図４９には、額縁部材としてのベゼル８が図示されているが、本実施例では額縁部材
は設けられてもよいし、設けられなくてもよい。
【０２２９】
本実施例のミラーディスプレイにおけるディスプレイモードとミラーモードの動作原理は
、実施例４５のそれと実質的に同じであり、反射型偏光板１３ａとスイッチング用液晶パ
ネル１１ｂと吸収型偏光板１０ｅとを併用することによって、ディスプレイモードとミラ
ーモードの両方で良好な性能を実現できる。特に、観察者側からミラーディスプレイに入
射する光がハーフミラープレート７１Ｐで反射されて不要な反射光となることが抑制され
ているので、ディスプレイモードにおいて高いコントラスト比が得られるという利点があ
る。
【０２３０】
（実施例４７）
実施例４７は、ハーフミラープレートに、吸収型偏光板、スイッチング用液晶パネル及び
反射型偏光板を設けたミラーディスプレイに関し、実施例１８との違いは、ハーフミラー
プレートを表示領域Ａのみに設け、額縁領域Ｂに設けていないこと、及び、反射防止膜１
４ａと黒テープ１５を設けていないことである。
【０２３１】
図５０は、実施例４７のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。図５０に示
すように、実施例４７のハーフミラープレート７２Ｐは、背面側から観察者側に向かって
順に、透過軸を９０°方位に設定した反射型偏光板１３ａ、スイッチング用液晶パネル１
１ｂ、及び、透過軸を９０°方位に設定した吸収型偏光板１０ｄを備える。スイッチング
用液晶パネル１１ｂは、ディスプレイモードで電圧無印加状態とされ、ミラーモードで電
圧印加状態とされる。各部材は、アクリル系の粘着剤（図示せず）を介して貼合した。な
お、図５０には、額縁部材としてのベゼル８が図示されているが、本実施例では額縁部材
は設けられてもよいし、設けられなくてもよい。
【０２３２】
本実施例のミラーディスプレイにおけるディスプレイモードとミラーモードの動作原理は
、ハーフミラープレートによる額縁領域Ｂの反射率の調整がされないこと、及び、表示領
域Ａにおいて反射防止膜１４ａによる反射率の調整がされないことを除いて、実施例１８
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のそれと同様である。本実施例においては、反射型偏光板１３ａとスイッチング用液晶パ
ネル１１ｂと吸収型偏光板１０ｄとを併用することによって、ディスプレイモードとミラ
ーモードの両方で良好な性能を実現できる。特に、観察者側からミラーディスプレイに入
射する光がハーフミラープレート７２Ｐで反射されて不要な反射光となることが抑制され
ているので、ディスプレイモードにおいて高いコントラスト比が得られるという利点があ
る。
【０２３３】
（実施例４８）
実施例４８は、ハーフミラープレートに、吸収型偏光板、スイッチング用液晶パネル及び
反射型偏光板を設けたミラーディスプレイに関し、実施例４６との違いは、反射型偏光板
１３ａをハーフミラープレートに設けず、液晶表示装置５ａに積層したことである。
【０２３４】
図５１は、実施例４８のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。図５１に示
すように、実施例４８のハーフミラープレート７３Ｐは、背面側から観察者側に向かって
順に、スイッチング用液晶パネル１１ｂ、及び、透過軸を９０°方位に設定した吸収型偏
光板１０ｄを備える。そして、反射型偏光板１３ａは、液晶表示装置の吸収型偏光板１０
ｂ上に積層されている。各部材は、アクリル系の粘着剤（図示せず）を介して貼合した。
なお、図５１には、額縁部材としてのベゼル８が図示されているが、本実施例では額縁部
材は設けられてもよいし、設けられなくてもよい。
【０２３５】
本実施例のミラーディスプレイ４ｌにおけるディスプレイモードとミラーモードの動作原
理は、実施例４７のそれと実質的に同じであり、反射型偏光板１３ａとスイッチング用液
晶パネル１１ｂと吸収型偏光板１０ｅとを併用することによって、ディスプレイモードと
ミラーモードの両方で良好な性能を実現できる。特に、観察者側からミラーディスプレイ
に入射する光がハーフミラープレート７３Ｐで反射されて不要な反射光となることが抑制
されているので、ディスプレイモードにおいて高いコントラスト比が得られるという利点
がある。
【０２３６】
［実施例４５～４８のまとめ］
実施例４５～４８において具体例を示して説明したように、下記のミラーディスプレイ（
Ｂ）によれば、ディスプレイモードとミラーモードの両方で良好な性能を実現でき、特に
、映り込みが充分に抑制された画像表示を得ることができる。すなわち、ミラーディスプ
レイ（Ｂ）は、ハーフミラープレートと、上記ハーフミラープレートの裏側に配置された
表示装置と、を有するミラーディスプレイであって、上記ハーフミラープレートは、反射
型偏光板、スイッチング用液晶パネル及び吸収型偏光板を含むものである。
【０２３７】
上記吸収型偏光板の透過軸と上記反射型偏光板の透過軸は、実質的に平行又は実質的に直
交することが好ましい。
【０２３８】
上記ハーフミラープレートは、表示装置から離れた位置に独立して設けられてもよいし、
表示装置と接して設けられてもよい。表示装置から離れた位置に独立して設けられる場合
には、上記ハーフミラープレートは、更に、支持部材を含むものであってもよい。
【０２３９】
上記表示装置は、上記ハーフミラープレートの側から順に、第一の偏光板、液晶層、第二
の偏光板を有する液晶パネルであってもよい。この場合、上記吸収型偏光板及び上記反射
型偏光板のうちのいずれか一つは、上記第一の偏光板の透過軸に対して実質的に平行な透
過軸を有するものであることが好ましい。なお、上記表示装置の種類は特に限定されず、
例えば、有機エレクトロルミネッセンス表示装置（ＯＥＬＤ）であってもよいし、プラズ
マディスプレイであってもよい。また、立体（３Ｄ）映像を観察することができる、いわ
ゆる３Ｄ対応ディスプレイであってもよい。
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【０２４０】
（実施例４９）
実施例４９は、ハーフミラープレートに、２つの反射型偏光板、及び、スイッチング用液
晶パネルを設けたミラーディスプレイに関し、実施例１９との違いは、ハーフミラープレ
ートを表示領域Ａのみに設け、額縁領域Ｂに設けていないこと、及び、反射防止膜１４ａ
と黒テープ１５を設けていないことである。
【０２４１】
図５２は、実施例４９のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。図５２に示
すように、実施例４９のハーフミラープレート７４Ｐは、背面側から観察者側に向かって
順に、透過軸を９０°方位に設定した反射型偏光板１３ａ、スイッチング用液晶パネル１
１ｂ、及び、透過軸を０°方位に設定した反射型偏光板１３ｆを備える。スイッチング用
液晶パネル１１ｂは、ディスプレイモードで電圧印加状態とされ、ミラーモードで電圧無
印加状態とされる。各部材は、アクリル系の粘着剤（図示せず）を介して貼合した。なお
、図５２には、額縁部材としてのベゼル８が図示されているが、本実施例では額縁部材は
設けられてもよいし、設けられなくてもよい。
【０２４２】
本実施例のミラーディスプレイにおけるディスプレイモードとミラーモードの動作原理は
、ハーフミラープレートによる額縁領域Ｂの反射率の調整がされないこと、及び、表示領
域Ａにおいて反射防止膜１４ａによる反射率の調整がされないことを除いて、実施例１９
のそれと同様である。本実施例においては、反射型偏光板１３ａとスイッチング用液晶パ
ネル１１ｂと反射型偏光板１３ｆとを併用することによって、ディスプレイモードとミラ
ーモードの両方で良好な性能を実現できる。特に、ミラーモードにおいて、観察者側から
ミラーディスプレイ７４Ｐに入射する光の殆ど全てを反射し、ほぼ完全なミラーとして機
能できるという利点がある。
【０２４３】
（実施例５０）
実施例５０は、ハーフミラープレートに、２つの反射型偏光板、及び、スイッチング用液
晶パネルを設けたミラーディスプレイに関し、実施例４９との違いは、反射型偏光板１３
ａをハーフミラープレートに設けず、液晶表示装置５ａに積層したことである。
【０２４４】
図５３は、実施例５０のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。図５３に示
すように、実施例５０のハーフミラープレート７５Ｐは、背面側から観察者側に向かって
順に、スイッチング用液晶パネル１１ｂ、及び、透過軸を０°方位に設定した反射型偏光
板１３ｆを備える。そして、反射型偏光板１３ａは、液晶表示装置の吸収型偏光板１０ｂ
上に積層されている。各部材は、アクリル系の粘着剤（図示せず）を介して貼合した。な
お、図５３には、額縁部材としてのベゼル８が図示されているが、本実施例では額縁部材
は設けられてもよいし、設けられなくてもよい。
【０２４５】
本実施例のミラーディスプレイにおけるディスプレイモードとミラーモードの動作原理は
、実施例４９のそれと実質的に同じであり、反射型偏光板１３ａとスイッチング用液晶パ
ネル１１ｂと反射型偏光板１３ｆとを併用することによって、ディスプレイモードとミラ
ーモードの両方で良好な性能を実現できる。特に、ミラーモードにおいて、観察者側から
ミラーディスプレイ７５Ｐに入射する光の殆ど全てを反射し、ほぼ完全なミラーとして機
能できるという利点がある。
【０２４６】
（実施例５１）
実施例５１は、ハーフミラープレートに、２つの反射型偏光板、及び、スイッチング用液
晶パネルを設けたミラーディスプレイに関し、実施例２０との違いは、ハーフミラープレ
ートを表示領域Ａのみに設け、額縁領域Ｂに設けていないこと、及び、反射防止膜１４ａ
と黒テープ１５を設けていないことである。
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【０２４７】
図５４は、実施例５１のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。図５４に示
すように、実施例５１のハーフミラープレート７６Ｐは、背面側から観察者側に向かって
順に、透過軸を９０°方位に設定した反射型偏光板１３ａ、スイッチング用液晶パネル１
１ｂ、及び、透過軸を９０°方位に設定した反射型偏光板１３ｇを備える。スイッチング
用液晶パネル１１ｂは、ディスプレイモードで電圧無印加状態とされ、ミラーモードで電
圧印加状態とされる。各部材は、アクリル系の粘着剤（図示せず）を介して貼合した。な
お、図５４には、額縁部材としてのベゼル８が図示されているが、本実施例では額縁部材
は設けられてもよいし、設けられなくてもよい。
【０２４８】
本実施例のミラーディスプレイにおけるディスプレイモードとミラーモードの動作原理は
、ハーフミラープレートによる額縁領域Ｂの反射率の調整がされないこと、及び、表示領
域Ａにおいて反射防止膜１４ａによる反射率の調整がされないことを除いて、実施例２０
のそれと同様である。本実施例においては、反射型偏光板１３ａとスイッチング用液晶パ
ネル１１ｂと反射型偏光板１３ｇとを併用することによって、ディスプレイモードとミラ
ーモードの両方で良好な性能を実現できる。特に、ミラーモードにおいて、観察者側から
ミラーディスプレイに入射する光の殆ど全てを反射し、ほぼ完全なミラーとして機能でき
るという利点がある。
【０２４９】
（実施例５２）
実施例５２は、ハーフミラープレートに、２つの反射型偏光板、及び、スイッチング用液
晶パネルを設けたミラーディスプレイに関し、実施例５１との違いは、反射型偏光板１３
ａをハーフミラープレートに設けず、液晶表示装置５ａに積層したことである。
【０２５０】
図５５は、実施例５２のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。図５５に示
すように、実施例５２のハーフミラープレート７７Ｐは、背面側から観察者側に向かって
順に、スイッチング用液晶パネル１１ｂ、及び、透過軸を９０°方位に設定した反射型偏
光板１３ｇを備える。そして、反射型偏光板１３ａは、液晶表示装置の吸収型偏光板１０
ｂ上に積層されている。各部材は、アクリル系の粘着剤（図示せず）を介して貼合した。
なお、図５５には、額縁部材としてのベゼル８が図示されているが、本実施例では額縁部
材は設けられてもよいし、設けられなくてもよい。
【０２５１】
本実施例のミラーディスプレイにおけるディスプレイモードとミラーモードの動作原理は
、実施例５１のそれと実質的に同じであり、反射型偏光板１３ａとスイッチング用液晶パ
ネル１１ｂと反射型偏光板１３ｇとを併用することによって、ディスプレイモードとミラ
ーモードの両方で良好な性能を実現できる。特に、ミラーモードにおいて、観察者側から
ミラーディスプレイ７７Ｐに入射する光の殆ど全てを反射し、ほぼ完全なミラーとして機
能できるという利点がある。
【０２５２】
［実施例４９～５２のまとめ］
実施例４９～５２において具体例を示して説明したように、下記のミラーディスプレイ（
Ｃ）によれば、ディスプレイモードとミラーモードの両方で良好な性能を実現でき、特に
、ミラーモードにおいて高い反射性能を得ることができる。すなわち、ミラーディスプレ
イ（Ｃ）は、ハーフミラープレートと、上記ハーフミラープレートの裏側に配置された表
示装置と、を有するミラーディスプレイであって、上記ハーフミラープレートは、スイッ
チング用液晶パネル、及び、第一及び第二の反射型偏光板を含むものである。
【０２５３】
上記第一の反射型偏光板の透過軸と上記第二の反射型偏光板の透過軸は、実質的に平行又
は実質的に直交することが好ましい。
【０２５４】
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上記ハーフミラープレートは、表示装置から離れた位置に独立して設けられてもよいし、
表示装置と接して設けられてもよい。表示装置から離れた位置に独立して設けられる場合
には、上記ハーフミラープレートは、更に、支持部材を含むものであってもよい。
【０２５５】
上記表示装置は、上記ハーフミラープレートの側から順に、第一の偏光板、液晶層、第二
の偏光板を有する液晶パネルであってもよい。この場合、上記第一及び第二の反射型偏光
板のうちのいずれか一つは、上記第一の偏光板の透過軸に対して実質的に平行な透過軸を
有するものであることが好ましい。なお、上記表示装置の種類は特に限定されず、例えば
、有機エレクトロルミネッセンス表示装置（ＯＥＬＤ）であってもよいし、プラズマディ
スプレイであってもよい。また、立体（３Ｄ）映像を観察することができる、いわゆる３
Ｄ対応ディスプレイであってもよい。
【０２５６】
（実施例５３）
実施例５３は、液晶表示装置のバックライトとしてローカルディミングバックライトを採
用したミラーディスプレイ、及び、表示光制御装置を備えた電子機器に関し、実施例２８
との違いは、実施例１のミラーディスプレイ４ａ’に代えて、ミラーディスプレイ４０Ａ
を用いたことである。ミラーディスプレイ４０Ａは、ハーフミラープレートを表示領域Ａ
のみに設け、額縁領域Ｂに設けていないこと、及び、反射防止膜１４ａと黒テープ１５を
設けていないことにおいて、ミラーディスプレイ４ａ’と異なる。
【０２５７】
図５６は、実施例５３の電子機器の主要な構成を説明するためのブロック図である。図５
６に示すように、ミラーディスプレイ４０Ａは、液晶表示装置５ａ’及びハーフミラープ
レート７０Ａを備え、液晶表示装置５ａ’内には、液晶パネル１１ａ及びローカルディミ
ングバックライト９ｂが含まれる。表示光制御装置２６は、パネル制御部２７、バックラ
イト制御部２８、及び、信号制御部２９を含む。
【０２５８】
図５７は、実施例５３のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。図５７に示
すように、実施例５３のハーフミラープレート７０Ａは、背面側から観察者側に向かって
順に、透過軸を９０°方位に設定した反射型偏光板１３ａ、及び、ガラス板１２を備える
。各部材は、アクリル系の粘着剤（図示せず）を介して貼合した。なお、図５７には、額
縁部材としてのベゼル８が図示されているが、本実施例では額縁部材は設けられてもよい
し、設けられなくてもよい。
【０２５９】
本実施例のミラーディスプレイ４０Ａにおけるディスプレイモードとミラーモードの動作
原理は、ハーフミラープレートによる額縁領域Ｂの反射率の調整がされないこと、及び、
表示領域Ａにおいて反射防止膜１４ａによる反射率の調整がされないことを除いて、実施
例１のそれと同様である。
【０２６０】
本実施例においては、ローカルディミングバックライト９ｂを用いている。具体的には、
横１６個×縦９個のブロックに分けてＬＥＤ光源を配列し、ＬＥＤコントローラーからの
制御信号に応じて、ブロック毎にバックライトの輝度を制御可能とした。ローカルディミ
ングバックライト９ｂによれば、ブロック毎に、すなわち局所的にバックライトの輝度を
制御できるため、ミラーモードとディスプレイモードを画面全体で時間的に切り替える機
能だけではなく、同時刻、同一面内で、ある領域はミラーモード、その他の領域はディス
プレイモードとして動作させる機能を提供できる。例えば、表示領域の中心にミラー領域
を形成してもよい。ミラーモードとして動作させる領域は、バックライトを局所的に消灯
させるか、あるいは輝度を低くする。
【０２６１】
本実施例の電子機器２５ｃは、タッチパネル等の入力機器を更に備えてもよい。この場合
、例えば、タッチパネルのピンチイン、ピンチアウトの操作に応じて、ディスプレイ領域
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及びミラー領域のサイズを変更する機能を付与してもよい。これにより、画面（タッチパ
ネル）をピンチインすると、その操作に合わせてディスプレイ領域のサイズが縮小し、そ
の周辺部、すなわちミラー領域のサイズが拡大し、その逆に、画面（タッチパネル）をピ
ンチアウトすると、その操作に合わせてディスプレイ領域のサイズが拡大し、その周辺部
、すなわちミラー領域のサイズが縮小する。このような操作感を提供することにより、電
子機器の利便性を高め、商品価値を向上することができる場合がある。
【０２６２】
（実施例５４）
実施例５４は、液晶表示装置のバックライトとしてローカルディミングバックライトを採
用したミラーディスプレイ、及び、表示光制御装置を備えた電子機器に関し、実施例５３
との違いは、ミラーディスプレイ４０Ａに代えて、ミラーディスプレイ４１Ａを用いたこ
とである。ミラーディスプレイ４１Ａは、液晶表示装置５ａに積層された反射型偏光板１
３ａのみをハーフミラープレートとして用いるものである。
【０２６３】
図５８は、実施例５４の電子機器の主要な構成を説明するためのブロック図である。図５
８に示すように、ミラーディスプレイ４１Ａは、液晶表示装置５ａ’及びハーフミラープ
レート７１Ａを備え、液晶表示装置５ａ’内には、液晶パネル１１ａ及びローカルディミ
ングバックライト９ｂが含まれる。表示光制御装置２６は、パネル制御部２７、バックラ
イト制御部２８、及び、信号制御部２９を含む。
【０２６４】
図５９は、実施例５４のミラーディスプレイの構成を示す断面模式図である。図５９に示
すように、実施例５４のハーフミラープレート７１Ａは、ガラス板１２を含まず、透過軸
を９０°方位に設定した反射型偏光板１３ａが液晶表示装置５ａ’に積層された構成を有
する。表示領域とミラー領域の大きさ及び位置が同じであるミラーディスプレイにおいて
は、ハーフミラープレートにガラス板のような支持部材を設けずに、ハーフミラープレー
トと表示装置とを一体化してもよい。反射型偏光板１３ａの背面は、液晶表示装置の吸収
型偏光板１０ｂと接し、アクリル系の粘着剤（図示せず）を介して貼合されている。なお
、図５９には、額縁部材としてのベゼル８が図示されているが、本実施例では額縁部材は
設けられてもよいし、設けられなくてもよい。
【０２６５】
本実施例のミラーディスプレイ４１Ａにおけるディスプレイモードとミラーモードの動作
原理は、ハーフミラープレートによる額縁領域Ｂの反射率の調整がされないこと、及び、
表示領域Ａにおいて反射防止膜１４ａによる反射率の調整がされないことを除いて、実施
例１のそれと実質的に同じである。
【０２６６】
本実施例においても、実施例５３と同様のローカルディミングバックライト９ｂを用いて
いる。したがって、ミラーモードとディスプレイモードを画面全体で時間的に切り替える
機能だけではなく、同時刻、同一面内で、ある領域はミラーモード、その他の領域はディ
スプレイモードとして動作させる機能を提供できる。
【０２６７】
本実施例の電子機器２５ｄは、タッチパネル等の入力機器を更に備えてもよい。この場合
、例えば、タッチパネルのピンチイン、ピンチアウトの操作に応じて、ディスプレイ領域
及びミラー領域のサイズを変更する機能を付与してもよい。
【０２６８】
［実施例５３及び５４のまとめ］
実施例５３及び５４において具体例を示して説明したように、下記の電子機器（Ａ）によ
れば、表示装置からの漏れ光がミラー領域のミラー性能を劣化させることを防止でき、例
えば、同時刻、同一面内で、ある領域はミラーモード、その他の領域はディスプレイモー
ドとして動作させる機能を提供する場合に好適に用いることができる。すなわち、電子機
器（Ａ）は、ハーフミラープレートと、上記ハーフミラープレートの裏側に配置された表
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示装置と、表示領域を複数の領域に分割して制御する制御装置と、を有する電子機器であ
って、上記制御装置は、上記複数の領域の中から、画像を表示する領域を選択することに
より、画像の表示範囲及び位置を変更できるものである。
【０２６９】
上記ハーフミラープレートとしては特に限定されず、例えば、反射型偏光板を用いること
ができる。
【０２７０】
上記ハーフミラープレートは、表示装置から離れた位置に独立して設けられてもよいし、
表示装置と接して設けられてもよい。表示装置から離れた位置に独立して設けられる場合
には、上記ハーフミラープレートは、更に、支持部材を含むものであってもよい。
【０２７１】
上記表示装置の種類は特に限定されず、例えば、液晶表示装置、有機エレクトロルミネッ
センス表示装置（ＯＥＬＤ）、プラズマディスプレイ等を用いることができる。また、立
体（３Ｄ）映像を観察することができる、いわゆる３Ｄ対応ディスプレイであってもよい
。
【０２７２】
上記表示装置は、ローカルディミングバックライトを備えるものであり、上記制御装置は
、ローカルディミングバックライトを制御するものであることが好ましい。これによって
、上記電子機器は、ミラーモードとして動作させる領域では、バックライトを局所的に消
灯させたり、バックライトの輝度を低くしたりすることができる。
【０２７３】
画像の表示範囲は、ピンチイン及びピンチアウトにより変更できるものであってもよい。
この場合、使い勝手のよい電子機器を実現できる。
【０２７４】
（付記）
以下に、本発明に係るミラーディスプレイの好適な態様の例を挙げる。各例は、本発明の
要旨を逸脱しない範囲において適宜組み合わされてもよい。
【０２７５】
上記ハーフミラー層は、上記表示領域及び上記額縁領域に配置された、少なくとも一つの
反射型偏光板を含むものであってもよい。反射型偏光板によれば、ディスプレイモードに
おける画面輝度の低下を防止しつつ、ミラーモードを提供できる。
【０２７６】
上記ハーフミラー層は、上記表示領域及び上記額縁領域に配置された金属蒸着膜を含むも
のであってもよい。金属蒸着膜によっても、ディスプレイモードを実現しつつ、ミラーモ
ードを提供できる。金属蒸着膜の材質としては、クロム、アルミニウム、銀等が挙げられ
る。また、上記ハーフミラー層は、上記表示領域及び上記額縁領域に配置された誘電体多
層膜を含むものであってもよい。誘電体多層膜によっても、ディスプレイモードを実現し
つつ、ミラーモードを提供できる。誘電体多層膜とは、誘電体材料からなり、かつ互いに
屈折率が異なる複数の薄膜を積層することにより、光干渉の原理を用いて反射率及び透過
率を制御した光学薄膜のことである。
【０２７７】
なお、金属蒸着膜又は誘電体多層膜をハーフミラー層として用いたハーフミラープレート
は、入射光の一部だけを透過し、残りは反射及び吸収するものであるため、表示時の画面
輝度の点では、反射型偏光板をハーフミラー層として用いたハーフミラープレートよりも
不利である。反射型偏光板は、第一の方向に振動する偏光を選択的に透過し、それとは直
交する方向に振動する第二の偏光を選択的に反射するものである。したがって、第一の方
向に振動する偏光を出射する表示装置の観察者側に配置すれば、反射型偏光板は、画面輝
度を殆ど低下させずに偏光選択型のハーフミラープレートとして機能する。
【０２７８】
上記反射率調整部材は、上記額縁領域に配置された光吸収部材を含むものであってもよい
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。光吸収部材の反射率は、通常、表示パネルの周囲を保持する額縁部材の反射率よりも低
いので、額縁領域における反射率を低減できる。
【０２７９】
上記光吸収部材としては、例えば、黒色の部材、灰色の部材が挙げられる。光吸収部材の
色は、表示領域と額縁領域との間の反射率の差、光吸収部材の配置態様等に応じて選択す
ればよい。
【０２８０】
上記光吸収部材は、テープであってもよい。この場合、容易に取り付けることができる。
【０２８１】
上記光吸収部材は、紙であってもよい。この場合、光吸収部材は、ミラーディスプレイと
は離して配置し、光吸収部材とミラーディスプレイとの間に空気層を介在させることがで
きる。空気層を介在させて界面を増加させると額縁領域の反射率が増加するので、表示領
域の反射率を比較的高く設定する場合に、額縁領域の反射率を調整するのに好適である。
【０２８２】
上記光吸収部材は、印刷層であってもよい。印刷方法としては、例えば、セラミック印刷
が挙げられる。この場合、デザイン性の高いセラミック印刷層を用いることで、額縁領域
の反射率を調整しつつミラーディスプレイのデザイン性を向上できる。
【０２８３】
上記反射率調整部材は、上記表示領域及び上記額縁領域に配置された円偏光板であっても
よい。この場合、ミラーディスプレイの内部反射を表示領域及び額縁領域の両方で充分に
低減できるので、表示領域と額縁領域との間の反射率の差を容易に低減できる。
【０２８４】
上記反射率調整部材としては、液晶パネルと偏光板との組み合わせを用いてもよい。すな
わち、ミラーディスプレイの構成部材である表示装置の一部であって、ディスプレイモー
ドの画像表示に利用される表示パネル（液晶パネルであってもよい）とは別に、反射率調
整部材の一部に液晶パネルを用いてもよい。液晶パネルと偏光板との組み合わせによれば
、ミラーディスプレイの表面から表示装置まで光が透過できる状態と、ミラーディスプレ
イの表面から表示装置まで光が透過できない状態とを切り換えることができる。したがっ
て、ミラーモードを実現するために、ミラーディスプレイの表面から表示装置まで光が透
過できない状態にしたときには、表示領域と額縁領域との間の反射率の差を充分に低減で
きる。
【０２８５】
上記反射率調整部材としての液晶パネルと偏光板との組み合わせは、上記ハーフミラー層
として反射型偏光板を用いる場合に好適である。この場合、反射率調整部材に含まれる偏
光板は、吸収型偏光板であってもよく、反射型偏光板であってもよい。
【０２８６】
上記反射率調整部材の一部として上記吸収型偏光板を用いる態様では、上記ハーフミラー
層は、上記表示領域及び上記額縁領域に配置された、少なくとも一つの反射型偏光板を含
み、上記反射率調整部材は、上記表示領域及び上記額縁領域に配置された、吸収型偏光板
及び液晶パネルを含み、上記ミラーディスプレイは、表側から順に、上記吸収型偏光板、
上記液晶パネル、及び、上記少なくとも一つの反射型偏光板を有し、上記吸収型偏光板の
透過軸と上記少なくとも一つの反射型偏光板の透過軸は、実質的に平行又は実質的に直交
するものが挙げられる。この場合、外部からミラーディスプレイに入射した光の半分は、
吸収型偏光板により吸収され、残りの半分は、吸収型偏光板を透過する。ミラーモードで
は、吸収型偏光板を透過した光は、上記少なくとも一つの反射型偏光板により反射され、
ミラーとしての機能に寄与する。ディスプレイモードでは、吸収型偏光板を透過した光は
、上記少なくとも一つの反射型偏光板を透過し、大半は表示装置の内部で吸収される。し
たがって、映り込みが充分に抑制された画像表示を得ることができる。
【０２８７】
上記反射率調整部材の一部として上記反射型偏光板を用いる態様では、上記ハーフミラー
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層は、上記表示領域及び上記額縁領域に配置された、少なくとも一つの反射型偏光板を含
み、上記反射率調整部材は、上記表示領域及び上記額縁領域に配置された、別の反射型偏
光板及び液晶パネルを含み、上記ミラーディスプレイは、表側から順に、上記別の反射型
偏光板、上記液晶パネル、及び、上記少なくとも一つの反射型偏光板を有し、上記別の反
射型偏光板の透過軸と上記少なくとも一つの反射型偏光板の透過軸は、実質的に平行又は
実質的に直交するものが挙げられる。この場合、外部からミラーディスプレイに入射した
光の半分は、上記別の反射型偏光板により反射され、残りの半分は、上記別の反射型偏光
板を透過し、ミラーモードでは、上記少なくとも一つの反射型偏光板により反射される。
したがって、ミラーモードにおいて高い反射性能を得ることができる。
【０２８８】
上記反射率調整部材は、上記ハーフミラー層側に、上記表示パネルと同じ表面処理が施さ
れた表面を有してもよい。この場合、観察者が見たときの表示領域の質感と額縁領域の質
感を一致させることができ、デザイン性を高めることができる。例えば、表示パネルの最
表面が偏光板で構成される場合には、反射率調整部材の上記ハーフミラー層側に偏光板と
同じ表面処理を施してもよい。上記表面処理の方法は、上記反射率調整部材に直接施す方
法でもよいし、上記反射率調整部材に表面処理を施した部材を貼り付ける方法でもよい。
具体的には、上記反射率調整部材が黒テープであれば、黒テープのハーフミラー層側の表
面に、直接的に偏光板と同じ表面処理を施してもよいし、黒テープのハーフミラー層側の
表面に、表示パネルの最表面と同じ表面処理を施した偏光板を配置してもよい。
【０２８９】
上記ハーフミラープレートは、上記表示領域の上記表示パネルと対向する面に、反射防止
膜を有してもよい。この場合、ハーフミラープレートと表示パネルとの間に空気層が存在
してもハーフミラープレートと空気層との界面で生じる反射を抑制でき、表示領域の反射
率を低減できる。
【０２９０】
上記反射防止膜は、モスアイ構造を有してもよい。モスアイ構造によれば、ハーフミラー
プレートと空気層との界面で生じる反射を大幅に抑制できる。なお、モスアイ構造とは、
モスアイ（蛾の目）状の構造を意味し、例えば、可視光の波長の上限である７８０ｎｍよ
りも低い複数の突起、又は、７８０ｎｍよりも深い複数の穴が、７８０ｎｍよりも短い間
隔で配置された凹凸構造を指す。
【０２９１】
上記ハーフミラープレートは、上記表示領域に配置された上記反射防止膜と、上記額縁領
域に配置された上記光吸収部材と、を含むものであってもよい。この場合、表示領域の反
射率を抑えてディスプレイモードにおける表示品位を向上しつつ、表示領域に合わせて額
縁領域の反射率を低減してミラーモード時に表示装置と額縁部材との境界線が視認されな
いようにすることができる。
【０２９２】
上記ハーフミラープレートは、上記表示領域及び上記額縁領域に配置された上記反射防止
膜と、上記額縁領域において上記反射防止膜と重なって配置された上記光吸収部材と、を
含むものであってもよい。この場合も、表示領域の反射率を抑えてディスプレイモードに
おける表示品位を向上しつつ、表示領域に合わせて額縁領域の反射率を低減してミラーモ
ード時に表示装置と額縁部材との境界線が視認されないようにすることができる。
【０２９３】
上記ハーフミラープレートは、上記表側から順に、支持部材、上記ハーフミラー層及び上
記反射率調整部材を含むものであってもよいし、上記表側から順に、上記ハーフミラー層
、支持部材及び上記反射率調整部材を含むものであってもよい。また、上記ハーフミラー
プレートは、支持部材を含まずに、表示パネルと一体化されたものであってもよい。
【０２９４】
上記表示パネルは、上記表示領域の上記ハーフミラープレートと対向する面に、反射防止
膜を有してもよい。この場合、表示パネルとハーフミラープレートとの間に空気層が存在
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しても、空気層とハーフミラープレートとの界面における反射を抑制できるので、表示領
域における反射率を低減できる。
【０２９５】
上記光吸収部材と上記ハーフミラー層との間には空気層が介在してもよい。この場合、光
吸収部材と空気層との界面における反射等により、額縁領域の反射率が高くなる。ミラー
モードにおける表示領域及び額縁領域の反射率を高く設定したい場合に好適である。
【０２９６】
上記ミラーディスプレイは、上記表示パネルと上記ハーフミラープレートを接合する透明
接着剤層を有するものであってもよい。表示パネルとハーフミラープレートとの間に空気
層が存在する場合、空気層と表示パネルとの界面、及び、空気層とハーフミラープレート
との界面が形成されるので、これらの界面において光の反射が生じ、反射率が高くなる。
一方、表示パネルとハーフミラープレートとの間に透明接着剤層を配置すれば、透明接着
剤層と表示パネルとの界面、及び、透明接着剤層とハーフミラープレートとの界面では光
の反射が少ないので、反射率を低くできる。
【０２９７】
上記表示パネルは、液晶パネルであってもよい。すなわち、上記表示装置は、液晶表示装
置であってもよい。また、上記表示装置の種類は特に限定されず、例えば、有機エレクト
ロルミネッセンス表示装置（ＯＥＬＤ：Organic Electroluminescence Display）であっ
てもよいし、プラズマディスプレイであってもよい。また、立体（３Ｄ）映像を観察する
ことができる、いわゆる３Ｄ対応ディスプレイであってもよい。３Ｄ対応ディスプレイに
よれば、ミラー領域と同様にディスプレイ領域にも自然な奥行感を提供することができ、
ミラーディスプレイのデザイン性を向上し、多様な用途においてミラーディスプレイを活
用できる。３Ｄ対応ディスプレイの立体映像表示方式は特に限定されず任意の方式が利用
できるが、メガネを必要としない裸眼方式がより好ましい。裸眼方式の３Ｄ対応ディスプ
レイとしては、例えば、レンチキュラーレンズ方式、視差バリア方式が挙げられる。
【０２９８】
上記液晶パネルは、上記ハーフミラープレートの側から順に、第一の偏光板、液晶層、第
二の偏光板を有し、上記ハーフミラー層は、上記表示領域及び上記額縁領域に配置された
少なくとも一つの反射型偏光板を含み、上記少なくとも一つの反射型偏光板のうちのいず
れか一つは、上記第一の偏光板の透過軸に対して実質的に平行な透過軸を有するものであ
ってもよい。この場合、ハーフミラー層として反射型偏光板を利用しつつ、高い表示品位
を得ることができる。
【０２９９】
上記少なくとも一つの反射型偏光板は、上記第一の偏光板の透過軸に対して実質的に平行
な透過軸を有する第一の反射型偏光板と、上記第一の偏光板の透過軸に対して０°以上４
５°以下の角度を形成する透過軸を有する第二の反射型偏光板を有してもよい。一枚の反
射型偏光板の反射率は原理的に約５０％に制限されるが、複数の反射型偏光板を用いるこ
とにより、ミラーモード時の反射率を高めることができる。第一の偏光板の透過軸に対す
る第二の反射型偏光板の透過軸の角度が大きくなると、反射率が向上し、透過率が低下す
る傾向にある。第一の偏光板の透過軸に対する第二の反射型偏光板の透過軸の角度を大き
くしたときに４５°まで達すると、ミラーモードの反射率は充分に高くなり、観察者の感
覚的に、ミラーディスプレイではない普通のミラーと遜色ない反射性能が達成される。し
たがって、透過率を確保する観点から、第一の偏光板の透過軸に対する第二の反射型偏光
板透過軸の角度の好ましい上限は、４５°である。
【０３００】
上記ハーフミラー層は、上記額縁部材と対向する上記額縁領域よりも外側の領域まで配置
されていてもよい。ミラーディスプレイが大型のミラー面内の一部に画像を表示させるも
のである場合には、表示装置の額縁部材よりも外側の領域までミラーディスプレイのミラ
ー面を広げた構成としてもよく、そのような構成では、ハーフミラー層を額縁領域の外側
まで配置した方がミラー面内の反射率を均一に保つのに好適である。ここで、上記反射率
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調整部材は、上記表示領域の反射率と、上記額縁領域の反射率と、上記額縁領域よりも外
側の領域の反射率と、を一致させるものであることが好ましい。
【０３０１】
上記ミラーディスプレイの好適な態様としては、表示領域の反射率が額縁領域の反射率よ
りも小さいものが挙げられる。これにより、表示装置の電源がオンの状態で表示領域に存
在する漏れ光は、表示領域と額縁領域の境界線が視認されにくくなるように働く。すなわ
ち、電源オフと電源オンの両方の状態で表示領域と額縁領域の境界線が視認されにくくな
るようすることが可能となる。表示領域の反射率を額縁領域の反射率よりも小さくする方
法としては、表示パネルの反射率を光吸収部材等の反射率調整部材の反射率よりも低く設
定することが挙げられる。上記態様における表示領域と額縁領域の反射率の差の最適な範
囲は、液晶表示装置の輝度、コントラスト、ミラーディスプレイを利用する環境の照度等
の条件に依存する。一般的な条件では、表示領域の反射率が額縁領域の反射率に対して、
０．５％以上３％以下小さくされることが好ましい。
【０３０２】
上記ハーフミラープレートは、λ／４板を有し、円偏光板として機能するものであっても
よい。これにより、円偏光板の反射防止効果を用いて額縁領域と表示領域との間の境界線
が視認されることを防止できる。
【０３０３】
上記ハーフミラープレートは、表示領域と額縁領域の境界領域において透過率が連続的に
変化するグラデーションフィルタを有するものであってもよい。グラデーションフィルタ
を表示領域と額縁領域の境界をまたぐように配置することにより、表示領域と額縁領域と
の間の境界線が視認されることを防止できる。また、グラデーションフィルタの配置は、
少なくとも表示領域と額縁領域の境界領域に設けられていればよく、表示領域の全体に設
けられてもよい。グラデーションフィルタの端部で光の散乱が生じることを防止する観点
からは、表示領域の全体に設ける配置が好適である。また、グラデーションフィルタは、
ハーフミラー層に貼り付けられてもよいし、ハーフミラー層と間隔をあけて配置されても
よい。反射が生じる界面を減らす観点からは、ハーフミラー層に貼り付ける態様が好適で
ある。
【０３０４】
以上に、本発明に係るミラーディスプレイの好適な態様の例を挙げたが、それらの例の中
でハーフミラープレートの特徴に関係するものは、本発明に係るハーフミラープレートの
好適な態様の例でもある。
【０３０５】
以下に、本発明に係る電子機器の好適な態様の例を挙げる。
【０３０６】
上記電子機器は、ミラーモードとディスプレイモードを画面全体で時間的に切り替える機
能だけではなく、同時刻、同一面内で、ある領域はミラーモード、その他の領域はディス
プレイモードとして動作させる機能を有していてもよい。例えば、表示装置において表示
領域の中心部分を黒表示状態とし、周辺部分を画像表示状態とすることで、表示領域の中
心部分のみにミラー領域を形成してもよい。すなわち、上記電子機器は、更に、上記表示
領域を複数の領域に分割して制御する制御装置を有し、上記制御装置は、上記複数の領域
の中から、画像を表示する領域を選択することにより、画像が表示される範囲及び位置を
変更できるものであってもよい。画像が表示される範囲及び位置を変更できることにより
、ミラーの機能と表示装置による画像表示機能とを組み合わせた多様な用途を提供するこ
とができる。
【０３０７】
上記電子機器は、ミラーモードとして動作させる領域では、バックライトを局所的に消灯
させてもよく、バックライトの輝度を低くしてもよい。これらにより、液晶表示装置から
の漏れ光を低減できる。これらの場合においては、ローカルディミングバックライトを用
いてもよい。
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【０３０８】
画像の表示範囲は、ピンチイン及びピンチアウトにより変更できるものであってもよい。
この場合、使い勝手のよい電子機器を実現できる。
【符号の説明】
【０３０９】
１：ディスプレイモードのミラーディスプレイ
２：ミラーモードのミラーディスプレイ
４ａ、４ａ’、４ｂ、４ｃ、４ｄ、４ｅ、４ｆ、４ｇ、４ｈ、４ｉ、４ｊ、４ｋ、４ｌ、
４ｍ、４ｎ、４ｏ、４ｐ、４ｑ、４ｒ、４ｓ、４ｔ：ミラーディスプレイ
５ａ、５ａ’、５ｂ、５ｃ、５ｄ、５ｅ、５ｆ、５ｇ：液晶表示装置
６ａ、６ｂ：空気層
７ａ、７ｃ、７ｄ、７ｅ、７ｆ、７ｇ、７ｈ、７ｉ、７ｊ、７ｋ、７ｌ、７ｍ、７ｎ、７
ｏ、７ｐａ、７ｐｂ、７ｐｃ、７ｐｄ、７ｑ、７ｒ、７ｓ、７ｔ、７ｕ：ハーフミラープ
レート
８：ベゼル
９ａ：バックライト
９ｂ：ローカルディミングバックライト
１０ａ、１０ｂ、１０ｃ、１０ｄ、１０ｅ、１０ｆ：吸収型偏光板
１１ａ：液晶パネル
１１ｂ：スイッチング用液晶パネル
１２：ガラス板
１３ａ、１３ｂ、１３ｃ、１３ｄ、１３ｅ、１３ｆ、１３ｇ：反射型偏光板
１４ａ、１４ｂ、１４ｃ、１４ｄ、１４ｅ、１４ｆ：反射防止膜
１５：黒テープ
１６：黒紙
１７：黒アクリル板
１８：ＡＧフィルム
１９：灰色テープ
２０：黒色のセラミック印刷層
２１：透明接着剤層
２２ａ、２２ｂ：λ／４板
２３ａ、２３ｂ、２３ｃ、２３ｄ：円偏光板
２５ａ、２５ｂ、２５ｃ、２５ｄ：電子機器
２６：表示光制御装置
２７：パネル制御部
２８：バックライト制御部
２９：信号制御部
３０：グラデーションフィルタ
４０Ａ、４１Ａ：ミラーディスプレイ
７０Ａ、７０Ｋ、７０Ｌ、７０Ｍ、７０Ｎ、７０Ｐ、７１Ａ、７１Ｋ、７１Ｌ、７１Ｍ、
７１Ｎ、７１Ｐ、７２Ｐ、７３Ｐ、７４Ｐ、７５Ｐ、７６Ｐ、７７Ｐ：ハーフミラープレ
ート
１０１：電源オン状態の表示装置
１０２：電源オフ状態の表示装置
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